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は
じ
め
に

　
本
稿
の
当
面
の
目
的
は
藩
領
に
お
け
る
支
配
機
構
と
所
領
形
態

と
の
地
域
的
相
関
性
、
換
言
す
れ
ば
支
配
の
枠
組
み
の
地
域
性
の

解
明
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
検
討
を
行
う
に
際
し
て

は
、
い
さ
さ
か
の
前
提
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
説
明
し
て
お
き
た

い
。
す
な
わ
ち
近
年
の
地
域
論
な
い
し
地
域
社
会
論
の
隆
盛
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　

い
え
る
状
況
の
な
か
で
、
地
域
の
自
律
的
運
動
の
検
出
と
各
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

間
相
互
の
関
係
な
い
し
階
層
的
構
成
、
こ
れ
を
地
域
構
造
と
呼
ぶ

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
地
域
社
会
の
独
自
性
、
自
律
性
は
ど

の
歴
史
時
代
に
お
い
て
も
、
権
力
支
配
と
の
関
係
の
な
か
で
展
開

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
自
律
的
動
き
の
な
か
で
権
力
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
　

と
す
る
状
況
さ
え
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
時
、

逆
説
的
だ
が
権
力
が
地
域
を
規
定
す
る
側
面
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
規
定
性
を
見
据
え
た
上
で
、
地
域
の
自

律
性
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
相
互
の
関
係
性
と
階
層
性
（
地
域
構

造
）
の
分
析
も
可
能
に
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
日
本
近
世
史
に

即
し
て
い
え
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
直
接
的
な
領
主
権
力
支
配

が
弱
い
い
わ
ゆ
る
非
領
国
地
域
に
お
い
て
か
か
る
検
討
が
多
く
積

み
重
ね
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
が
比
較
的
強
い
領

　
＊
日
本
社
会
文
化
三
三
・
地
域
構
造
講
座

国
地
域
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
充
分
な
展
開
が
み
ら
れ
な
い
の

は
、
前
者
に
お
い
て
地
域
の
自
律
化
の
動
き
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
者

に
そ
の
よ
う
な
動
向
の
可
能
性
の
有
無
を
探
る
こ
と
は
、
今
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
こ

残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
も
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
こ
の
よ
う
に
、
領
国
地
域
の
藩
領
に
お
け
る
地
域
の
自

律
性
の
動
き
と
地
域
結
合
お
よ
び
そ
の
階
層
性
を
領
主
権
力
と
の

関
係
の
な
か
で
検
証
す
る
一
環
と
し
て
の
基
礎
作
業
を
な
す
。
そ

の
際
、
素
材
と
し
て
佐
賀
藩
を
検
討
す
る
意
味
を
述
べ
て
お
き
た

い
。
近
世
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
歴
史
地
理
の
立
場
か
ら
説
得
性

に
と
ん
だ
議
論
を
展
開
し
て
き
た
矢
守
一
彦
氏
は
、
近
世
藩
領
の

地
域
構
造
の
決
定
要
因
が
地
方
知
行
制
の
止
揚
と
の
見
解
を
示

し
、
そ
れ
が
「
藩
の
統
一
的
支
配
の
進
展
度
を
推
す
尺
度
」
で
あ

り
「
蕪
蒸
経
済
圏
の
地
域
構
造
扁
が
「
全
国
的
流
通
構
造
」
に
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

定
さ
れ
て
成
立
す
る
前
提
と
の
見
通
し
を
立
て
た
。
し
か
し
、
例

え
ば
佐
賀
藩
で
は
幕
末
期
ま
で
地
方
知
行
が
存
続
し
、
そ
れ
は
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

主
支
配
レ
ベ
ル
に
お
け
る
近
世
的
秩
序
に
適
合
的
で
、
か
つ
領
主

（
給
人
）
と
領
民
（
知
行
地
民
）
と
の
合
意
の
上
に
展
開
し
た
も

ハ
　
　の

と
捉
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
か
か
る
地
方
知
行
地
と
蔵
入

地
、
す
な
わ
ち
領
主
層
の
所
領
形
態
を
前
提
と
し
た
地
域
社
会
の

結
合
構
造
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ

れ
は
統
一
的
な
領
内
支
配
機
構
の
あ
り
方
の
問
題
で
も
あ
る
。

　
本
稿
が
支
配
機
構
（
代
官
制
と
郡
代
制
）
と
所
領
形
態
の
地
域

性
を
め
ぐ
る
問
題
を
具
体
的
に
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上

の
ご
と
き
認
識
を
背
景
と
し
て
い
る
。

一

代
官
・
郡
代
支
配
の
地
域
的
展
開

一
管
轄
地
・
職
掌
の
編
年
的
分
析
一

　
佐
賀
藩
で
は
寛
永
二
〇
年
二
月
、
六
月
に
相
次
い
で
法
令
が
示

さ
れ
蔵
入
地
は
代
官
管
轄
、
知
行
地
は
郡
代
管
轄
と
い
う
方
針
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
ち
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
は
、
領
内
支
配
機
構
を
蔵
入

地
と
知
行
地
と
に
整
序
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
代
宮
と
郡
代
の
権

限
の
競
合
を
解
消
し
、
支
配
機
構
の
充
実
・
強
化
を
企
図
す
る
政

策
方
針
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
藩
権
力
の
意
図
に
よ
り
、
そ
の

後
の
代
官
・
郡
代
支
配
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に

つ
い
て
、
代
官
と
郡
代
の
管
轄
地
お
よ
び
職
掌
を
編
年
的
に
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
表
1
は
、
承
応
二
年
、
元
禄
五
年
、
宝
永
六
年
、
弘
化
三
年
に

お
け
る
代
官
所
構
成
を
示
し
、
代
官
管
轄
地
の
変
遷
に
つ
い
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
代
官
所
が
管
轄
す
る
地
域
は
、
数
郡
か
ら

数
郷
と
い
う
よ
う
に
様
々
だ
が
、
表
で
は
□
の
枠
が
一
代
官
所
を
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表1　代官管轄地の変遷

承応2年＠ 元禄5年⑤

与賀上郷下郷

宝永6年◎

与賀上下
巨　勢　郷

弘化3年⑥

『’

A……一m互＝＝＝蜀

上佐嘉上下
中　佐　嘉

川副三郷

い気　　　　1

〆1ﾗ翠、1＼

　いl
　k　i，，

．一　／II，ji　l，

『＼一 {　　，／

川副三郷

山
本
鍋

内
庄
島

＠　11

川 耀一
邑

両
本
門

内
庄
島

山

杵島郡之内横辺田

杵島郡之内伊万里

　　　有田

庄
島
内
下

　
　
　
上

　
　
山
嘉

　
　
　
佐

本
鍋
両
上

……一…一…m＝：互＝郵

伊　万　里
有

横　辺　　田

横
丁
有
橋

辺
万

下

田
里
田
郷

［grril［］

杵島津之内
　　（郡力）

白石秀（郷）

　　六角（郷）

白石南郷
　　　中郷

神

養

埼
根
父

．匿三劃

根
父

神　　　　留

立　瀬　郷

養
嘉
根
父

佐中
三
養

’匝ココ

［諌　　　早］6 r⊃劉ii
諌
七
新
晴

早
浦
庄
気

…匪＝＝至コ

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

備考　③「承応二年万小物成算用帖」，⑤「元禄三年代官共へ相渡弓手頭高」，◎「宝永六年御印帖手頭」，

　　　⑥「弘化三年郷内御取締達帳写」により作成，◎「石霞私史」（明暦2年7月27　N条），⑦「石照私史」

　　　（正保3年9月20日条）により補足。「］が！代官所を示す。
　　　なお［＝］内の地：域が代官管轄地。管轄地の記載順序は、史料記載順序によった。弘化3年の場
　　　合は単なる代官所名となり、直接支配地域を示すものではないと考えられる。
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表
わ
し
、
枠
内
の
記
載
地
域
が
一
代
官
所
の
管
轄
地
と
な
る
よ
う

に
し
た
。

　
こ
の
表
よ
り
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
代
宮
所
数
が
承
応
二

年
に
七
カ
所
、
元
禄
五
年
に
一
一
カ
所
、
宝
永
六
年
に
八
カ
所
、
弘

化
三
年
に
七
カ
所
と
な
り
、
元
禄
期
に
も
っ
と
も
多
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
蔵
入
地
支
配
機
構
が
藩
政
初
期
よ
り
元
禄
段
階
に
か

け
漸
次
、
整
備
充
実
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
よ
う
。
第

二
に
代
官
管
轄
地
は
郷
が
中
心
で
あ
る
が
、
神
埼
・
三
根
・
養
父

な
ど
の
佐
賀
藩
東
部
地
域
（
「
東
目
」
と
い
わ
れ
る
）
に
お
い
て
は

郡
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
代
官
が
蔵
方
頭
人
の
管
理

お
　下

で
、
そ
の
職
掌
・
権
限
が
蔵
入
地
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

勘
案
す
れ
ば
、
神
埼
・
三
根
・
養
父
な
ど
の
「
銀
目
」
と
、
佐
賀

藩
領
西
部
地
域
（
「
西
目
」
）
で
の
蔵
入
地
の
存
在
形
態
、
お
よ
び

そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
藩
権
力
の
支
配
方
式
の
相
違
が
看
取
さ
れ
よ

う
。
す
な
わ
ち
「
西
臼
し
に
お
い
て
は
大
身
知
行
地
が
割
拠
し
て

お
り
、
蔵
入
地
の
設
定
が
分
散
・
散
在
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
東

目
」
に
お
い
て
は
比
較
的
一
円
的
に
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
代
官
所
の
増
減
は
元
禄
期
を
ピ
ー
ク
と
す
る
単
純
な

動
き
を
示
す
が
、
一
代
官
所
の
管
轄
地
組
み
合
わ
せ
を
検
討
し
た

場
合
、
か
な
り
流
動
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
く
に
承
応
二
年
段

　
　
　
　
ハ
　
　

階
で
「
佐
嘉
之
内
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漠
然
と
広
範
な
地
域
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
元
禄
段
階
で
与
賀
上
郷
下
郷
、
嘉

瀬
（
郷
）
、
新
庄
（
郷
）
、
川
副
三
郷
、
巨
勢
（
郷
）
と
い
う
よ
う

に
よ
り
細
か
い
地
域
単
位
で
把
握
さ
れ
、
巨
勢
（
郷
）
は
神
埼

（
郡
）
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
一
代
官
所
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
開
地
や
人
口
増
に
と
も
な
う
郷
の
分
化
と
い
う
地

理
的
要
因
と
と
も
に
代
官
支
配
の
強
化
を
意
味
し
た
も
の
で
も
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
い
わ
ば
分
割
把
握
さ
れ
た
「
佐
嘉
之
内
」
の
管
轄

地
は
元
禄
五
年
よ
り
宝
永
六
年
に
か
け
て
激
し
く
移
動
し
、
一
代

官
所
組
み
合
わ
せ
が
変
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
神
埼
（
郡
）
と
一

代
官
所
を
形
成
し
て
い
た
巨
勢
（
郷
）
は
与
賀
上
下
（
郷
）
と
組

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

み
合
わ
さ
れ
、
嘉
瀬
（
郷
）
・
新
庄
（
郷
）
は
分
割
さ
れ
て
嘉
瀬

（
郷
）
は
神
埼
（
郡
）
と
、
ま
た
新
庄
（
郷
）
は
高
木
（
高
来
。
本

稿
で
は
高
木
に
統
一
）
郡
の
諌
早
、
藤
津
郡
の
七
浦
、
小
城
郡
の

晴
気
と
と
も
に
一
代
官
所
管
轄
地
と
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
。
上
佐
嘉
上
下
（
郷
）
と
中
佐
嘉
（
郷
）
も
分
割
さ
れ
、
前
者

は
佐
賀
郡
の
本
庄
・
鍋
島
・
両
山
内
と
同
一
の
管
轄
下
の
代
官
所

と
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
、
中
佐
嘉
（
郷
）
は
、
三
根
・
養
父
と
と

も
に
一
代
官
所
管
轄
地
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く

る
と
、
激
し
く
移
動
し
て
い
る
地
域
は
佐
賀
郡
の
代
官
管
轄
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
杵
島
郡
、
松
浦
郡
、
高
木
郡
お
よ
び
三
根
・

養
父
の
竃
馬
に
お
け
る
代
官
管
轄
地
は
移
動
が
皆
無
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
佐
賀
郡
内
に
お
い
て
も
、
与
賀
上
郷
下
郷
、
川
副
三

郷
、
山
内
、
本
庄
、
鍋
島
の
各
代
官
管
轄
地
も
移
動
が
な
く
、
同

郡
内
に
お
け
る
嘉
瀬
・
新
庄
・
上
佐
嘉
上
下
・
中
佐
嘉
な
ど
の
諸

郷
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
佐
賀
郡
の
一
部
地
域
に
お
い
て
寄
宮
管
轄
地
の

移
動
が
激
し
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
佐
賀
郡
に

広
範
に
設
定
さ
れ
て
い
た
蔵
入
地
支
配
の
特
質
と
関
わ
り
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。
特
掲
表
1
2
に
よ
れ
ば
、
貞
享
年
中
の
事
例
で

あ
る
が
総
蔵
入
地
地
米
高
一
二
〇
、
三
八
○
睡
余
の
う
ち
、
佐
賀

郡
内
の
蔵
入
地
地
米
高
は
六
四
、
八
八
七
石
余
を
占
め
、
総
蔵
入

地
地
米
高
の
五
三
・
九
％
が
同
郡
内
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か

も
そ
の
蔵
入
地
地
米
高
が
佐
賀
郡
全
地
米
高
七
四
、
三
四
三
石

余
に
占
め
る
比
率
は
八
七
・
二
％
と
い
う
高
率
で
あ
っ
た
。
か
か

る
佐
賀
郡
に
お
け
る
蔵
入
地
の
広
範
な
存
在
は
、
そ
れ
が
藩
権

力
の
財
政
基
盤
を
構
成
す
る
た
め
お
の
ず
と
他
郡
の
代
官
支
配

と
相
違
す
る
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
一
代
官
所
の

管
轄
地
組
み
合
わ
せ
の
流
動
性
と
し
て
現
象
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
意
図
さ
れ
て
い
る
の
は
代
官
の
在
地
と
の
密

接
な
関
係
の
止
揚
な
い
し
管
轄
支
配
地
に
対
す
る
恣
意
性
の
排

除
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
代
官
お
よ
び
下
代
の
一
年
交

　
　
　
ハ
ゆ
　

替
の
原
則
と
相
即
す
る
問
題
と
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
が
代
官
管
轄
地
の
変
遷
に
つ
い
て
表
1
よ
り
指
摘
で
き
る

こ
と
で
あ
る
が
、
郡
代
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
2
は
明

暦
元
年
、
元
禄
三
年
、
宝
永
六
年
段
階
に
お
け
る
郡
代
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
明
暦
元
年
で
は
佐
嘉
・
小
城
・
三
根
・
養
父
・
杵

島
・
藤
津
・
諌
早
・
神
代
・
深
堀
の
九
郡
代
が
数
え
ら
れ
る
が
、

郡代の変遷表2

明　歴　元　年⑧ 1元禄3年⑤宝永6年◎

佐嘉（鍋島縫殿助，妹川） 佐：　　　　嘉

小　　　　　城小城（鍋島市正，倉町）

_埼乖編燕蕎聯耗力） 神　　　　　埼

三根養父（鍋島主水佑横岳） 三　根・養　父

杵島（鍋島伯野守，須古） 杵島・松浦・彼杵

藤津④（鍋島監物，納富） ?剛葦
藤　　津　　東

@　　　　西
諌早〈諌早豊前，諌早〉

_代（鍋島中務歩蒲 高　　　　　木

深堀（鍋島志摩，深堀）・

備考　④「明暦元年勝茂公御代稗出」（9月25日付），

　　　⑤f元禄五年郡方手頭」，◎壇永六年御印帳
　　　　御手頭」より作成。

　　　⑥藤津郡は、下代が2名記される。他郡にお
　　　いては1名のみであることより、この段階
　　　　において、すでに藤津郡は、2管轄地によっ
　　　てなっていたことが予測される。　「鳥ノ子
　　　御帳」（第4巻）によれば、藤津東・藤津西
　　　の記載がある。

元
禄
段
階
で
は
、
藤
津
が
藤
津
東
・
同
西
の
二
郡
代
に
、
ま
た
諌

早
・
神
代
の
二
郡
代
が
高
木
郡
代
に
統
合
さ
れ
て
八
郡
代
と
な
っ

て
お
り
、
宝
永
六
年
段
階
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
郡
代

管
轄
地
は
、
明
暦
元
年
段
階
で
す
で
に
一
篇
一
郡
代
の
傾
向
が
指

摘
さ
れ
、
元
禄
三
年
（
な
い
し
そ
れ
以
前
）
に
諌
早
・
神
代
と
い

　
　
　
　
　
　
お
　

う
遠
隔
地
大
配
分
知
行
地
を
中
心
に
設
定
さ
れ
て
い
た
郡
代
が
高

木
郡
代
と
し
て
統
合
さ
れ
る
に
い
た
り
、
一
郡
一
郡
代
の
原
則
が

確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
藤
津
郡
代
は
明
暦
元
年
に
下
代

が
二
名
と
さ
れ
て
お
り
、
他
郡
代
は
下
代
一
名
が
原
則
で
あ
る
こ

と
か
ら
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
す
で
に
実
質
的
に
は

二
管
轄
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
に
も
藤
津

東
・
同
輩
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

　
で
は
次
に
、
代
宮
と
郡
代
の
職
掌
に
つ
い
て
法
令
分
析
に
よ
り

編
年
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。
表
3
は
代
官
規
定
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
る
事
項
別
の
条
項
数
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
よ

19



り
第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
条
項
数
が
漸
減
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
佐
賀
藩
領
民
の
領
外
出
や
領
内
入
、

あ
る
い
は
他
領
民
の
佐
賀
藩
内
流
入
、
つ
ま
り
人
の
移
動
に
対
す

る
監
視
機
能
に
関
わ
る
条
項
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
代
官

は
蔵
入
地
と
い
う
比
較
的
限
定
さ
れ
た
地
域
が
管
轄
地
で
あ
り
、

し
か
も
表
1
で
み
た
よ
う
に
、
管
轄
地
組
み
合
わ
せ
が
流
動
的
で

あ
っ
た
た
め
に
、
人
（
領
民
）
の
移
動
の
監
視
に
は
適
さ
ず
、
そ

の
機
能
に
は
比
較
的
広
域
な
地
域
を
職
掌
範
囲
と
す
る
郡
代
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

効
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
事
実
、
表
4
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
郡

代
規
定
に
領
民
移
動
監
視
に
関
す
る
事
項
が
漸
次
設
け
ら
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
代
官
規
定
に
関
し
て
い
え
ば
、
か
か
る
領
民
移
動

の
監
視
機
能
が
削
減
さ
れ
た
点
を
除
け
ば
承
応
段
階
よ
り
享
保
段

階
ま
で
そ
の
職
掌
に
は
め
だ
っ
た
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
第
二

に
、
第
一
の
問
題
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
代
官
職
掌
が
承
応
段
階

錘
藩
政
確
立
期
に
お
い
て
あ
る
程
度
固
定
化
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
物
成
徴
収
で
あ
る
。
こ
れ
は
草
稿
で
検

討
す
る
初
期
代
宮
制
度
1
1
「
代
宮
所
預
」
制
度
の
機
能
が
物
成
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

収
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
お
り
、
他
の
職
掌
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
り
代
官
の
機
能
が
強
化
さ
れ
、
承
応
段
階
に
固
定
化
し
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に
郡
代
規
定
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
4
は
郡
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

規
定
の
事
項
別
の
条
項
数
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

よ
り
第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
承
応
か
ら
元
禄
・
享
保
段
階

に
か
け
て
規
定
が
整
備
・
拡
充
さ
れ
、
こ
の
享
保
規
定
が
定
着
し

て
宝
暦
規
定
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
承
応
よ

り
元
禄
期
に
お
け
る
著
し
い
郡
代
職
掌
の
範
囲
の
拡
充
が
看
取
さ

れ
る
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
（
i
）
対
幕
府
・
長
崎
関
係
と
（
銭
）

領
内
外
出
入
、
他
方
者
の
領
内
商
売
、
他
方
職
人
な
ど
、
人
の
移

動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
藩
領
内
を
長
崎

街
道
が
貫
通
し
て
お
り
、
幕
府
関
係
役
人
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎

に
関
わ
る
人
々
の
領
内
通
過
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

こ
の
点
は
別
稿
に
ゆ
だ
ね
る
が
、
「
島
原
の
乱
」
幽
い
わ
ゆ
る
「
鎖

国
篇
制
完
成
期
に
あ
た
る
寛
永
後
半
期
に
お
い
て
「
公
儀
」
宿
送

り
に
際
し
、
主
要
な
宿
・
津
に
対
す
る
郡
代
支
配
権
の
拡
大
が
図

ら
れ
た
こ
と
と
相
即
の
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者

（
慧
）
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
代
官
職
掌
と
し
て
定
め
ら

れ
た
も
の
が
、
代
官
と
郡
代
の
職
掌
範
囲
の
相
違
に
よ
り
広
範
な

地
域
を
管
轄
す
る
郡
代
の
職
掌
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
元
禄
期
す
で
に
藩
と
し
て
も
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る

程
度
に
人
（
自
他
領
民
）
の
移
動
が
み
ら
れ
る
い
う
背
景
が
想
定

さ
れ
よ
う
。
と
く
に
他
方
者
の
領
内
商
売
（
の
禁
止
）
と
い
う
規

定
は
、
代
官
規
定
に
も
み
ら
れ
ず
（
表
3
参
照
）
、
元
禄
期
に
新

た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
藩
領
域
を
越
え
た
隔
地
問
商

品
流
通
が
こ
の
元
禄
段
階
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

よ
う
。

表3代官製定

規　定　内　容 承応1 元禄3 享保18

耕作・所務・生活など百姓への申聞かせ 3 3 3

物成徴収事務 7 6 6

損毛・地米の届け 2 2 2

年貢未進 2 2 2

耕作・土地に関する訴訟 2 2 2

農民からの饗応、使役禁止 3 3 3

村役入 4 4 3

点役（夫役） 2 2 2

水利普請 1 1 1

代宮下代、代富 3 3 2

冊子、名被官 2 1 1

上方上せ米 1 1 1

蔵入地堺・斗 1 1 1

代宮褒賞、職務への自覚 3 3 3

法違青者の摘発、法の徹底 2 2 2

自署領民の領外出 2 2 1

他領民の藩領内入 4 4 1

他領境留の耕作出入 1 1 0

刀・脇差し規剃 5 5 5

給人耕作禁戴ヒ 1 1 1

家作 1 1 1

備考　承応1年は「定」（「鳥ノ子御帳」二）、元禄3年は「代官共江相

　渡候手頭写」　（元禄3年6月2蝦付。与賀上榔、白石秀六角、伊
　万里有田横辺田、三根養父、嘉瀬薪庄、両山内本庄鍋島、白石南
　郷中郷、上佐賀上下中佐賀、巨勢神埼、諫早七浦、朔副三郷各代
　官宛）、享保18年は「代宮手頭」　（享保18年9月朔霞付）よりそ

　れぞれ作成。
　条項内容が複数事項にわたるものは、各規定の条項数確認のため
　とりあえず各時期のいずれか主要と思われる事項に分類した。

表4郡代規定

規　定　内　容 承応1 元禄5 享保18 宝暦11

職務の自覚 1 3 3 3

対幕府・長崎関係 1 7 7 6

自藩領民の領内外出入 4 10 16 15

他領罠の領内入 3 17 19 19

他領民の領内商売 0 3 3 3

他領民職人 0 1 1 1

知行地物成徴収 2 3 3 3

宗門改 0 ！ 1 1

五人組 0 1 1 1

生活規制 1 4 9 9

宗教 0 2 3 3

領畏の法度遵守 ！ 1 1 1

村役入 2 1 1 1

点役（夫役）諸役 4 4 4 4

水利管理 ！ 3 3 3

給人・代窟の非分管理 1 1 1 1

刀・脇差し 5 5 5 5

備考　承応1年は淀」（「鳥ノ子御帳」二）、元禄5年は「郡方手頭」
　（元禄5年12月12目付。佐嘉郡代宛。なお同員付の小城、藤津東、
　間西、神埼、高木、杵島松浦彼杵、三根養父の各郡代宛のヂ郡方
　手頭」もある）、享保18年は「郡方條自写！　（享保18年9月1H
　付。高木郡代宛。　『長騎県史　史料編』第二所収）、宝暦11年は
　「郡方條劉写」（宝暦11年9月1ff付。佐嘉郡方宛）よりそれぞれ

　作成。

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）
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第
二
に
い
ず
れ
の
年
次
に
お
い
て
も
物
成
徴
収
規
定
が
少
な
い

こ
と
で
、
こ
の
点
代
官
規
定
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
鳥
ノ

子
御
帳
」
に
収
め
ら
れ
た
承
応
規
定
の
第
一
条
に

　
　
一
、
於
郡
掟
之
儀
、
相
義
者
於
有
之
は
、
其
手
郡
代
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
　
　
早
々
可
申
出
事

と
あ
り
、
ま
た
元
禄
規
定
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
各
規
定
の
第
一
条

に
お
い
て
、

　
　
一
、
郡
代
之
儀
、
郡
郷
〆
之
事
候
條
、
無
理
非
分
之
儀
無
之
、

　
　
　
万
廉
直
之
旨
を
以
可
相
国
候
、
勿
論
民
百
姓
、
家
職
を
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
　
と
し
て
不
及
困
窮
、
能
在
付
候
様
、
心
遣
肝
要
珍
事

と
あ
る
よ
う
に
、
郡
郷
に
お
け
る
掟
遵
守
、
名
鑑
支
配
の
安
定
が

郡
代
職
掌
の
中
心
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
物
成
徴
収
は
知

行
地
に
お
い
て
は
各
知
行
主
（
給
人
）
が
あ
た
り
、
蔵
入
地
で
は

表
3
で
確
認
し
た
よ
う
に
代
官
職
掌
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
寛
永
二
〇
年
二
月
と
六
月
に
蔵
入

地
は
代
官
、
知
行
地
は
郡
代
と
い
う
職
掌
分
化
が
な
さ
れ
た
も
の

の
、
郡
代
は
知
行
地
の
み
な
ら
ず
蔵
入
地
支
配
に
も
関
与
し
て
い

た
。
こ
の
点
は
表
4
よ
り
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
享
保

一
八
年
規
定
中
よ
り
例
示
し
よ
う
。

　
　
一
、
潮
土
井
・
水
土
井
水
流
令
修
理
黒
黒
、
前
を
以
手
間
配

　
　
　
仕
置
、
無
油
断
蔵
入
頭
人
江
可
申
談
候
、
且
又
自
然
大
風
・

　
　
　
大
潮
に
土
井
破
損
之
時
ハ
、
弥
郡
代
罷
越
、
早
速
修
理
可

　
　
　
申
付
候
、
此
中
ハ
郡
代
不
附
居
、
百
姓
共
徒
に
手
間
を
費

　
　
　
之
由
、
於
以
来
緩
之
儀
於
有
之
ハ
、
郡
代
越
度
可
申
付
候

　
　
　
條
、
可
得
其
意
事

　
　
　
　
　
附
（
略
）

　
　
　
、
先
様
蔵
入
配
分
二
よ
ら
す
、
新
搦
仕
盛
儀
、
我
等
江
申

　
　
　
聞
、
其
上
二
番
可
申
付
候
、
此
中
無
吟
味
所
々
新
搦
有
之

　
　
　
而
、
耕
作
井
潮
土
井
藁
筆
二
相
成
之
轟
然
條
、
従
町
方
仕

　
　
　
立
有
之
候
搦
所
二
塁
も
、
水
流
等
之
差
合
於
有
之
ハ
、

　
　
　
筋
々
申
達
、
如
前
々
崩
さ
せ
可
申
事

　
　
　
、
蔵
入
井
配
分
所
、
私
に
作
出
仕
儀
、
堅
法
度
申
付
候
、

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
〉

　
　
　
若
作
出
候
ハ
て
不
叶
在
所
於
有
之
ハ
、
請
役
・
家
老
江
申

　
　
　
届
候
上
、
我
等
承
可
申
付
事

　
　
一
、
蔵
入
・
配
分
所
員
升
井
斗
、
一
様
二
さ
ン
せ
、
焼
印
を

　
　
　
突
、
従
蔵
入
頭
人
可
稲
渡
候
、
俵
之
入
、
是
又
無
多
少
可

　
　
　
申
付
事

　
　
　
　
　
附
（
略
）

　
　
一
、
郷
内
之
者
他
国
出
論
議
、
蔵
入
百
姓
之
儀
ハ
、
五
人
組

　
　
　
よ
り
庄
屋
迄
申
届
、
庄
屋
手
形
之
上
、
代
官
奥
判
を
以
、

　
　
　
切
手
可
申
請
事

　
　
　
、
配
分
地
百
姓
ハ
、
地
頭
手
形
之
上
、
大
組
頭
奥
判
可
仕

　
　
　
候
、
大
組
頭
無
之
者
、
地
頭
よ
り
可
為
手
形
事

塩
土
井
・
水
土
井
・
新
搦
等
の
領
内
普
請
、
作
出
・
升
斗
統
一
な

ど
の
耕
作
・
物
成
基
準
、
領
民
移
動
の
監
視
な
ど
に
対
し
て
知
行

地
（
「
配
分
地
」
）
の
み
な
ら
ず
蔵
入
地
支
配
が
郡
代
に
認
め
ら
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
職
掌
は
い
ず
れ
も
蔵
入
地
の
み
と
い
う
限
定

さ
れ
た
管
轄
地
支
配
を
行
う
代
官
よ
り
も
、
広
範
な
地
域
（
郡
）

の
一
括
支
配
を
行
っ
て
い
た
郡
代
の
職
掌
と
し
て
初
め
て
可
能
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
察
を
進
め
る
と
、
代
官
は
蔵
入
地
に
お
い
て

物
成
徴
収
機
能
を
核
に
他
の
諸
職
掌
を
も
加
え
る
こ
と
に
よ
り
そ

の
支
配
権
を
強
化
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
管
轄
地
は
流
動
的
・
限

定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
広
域
支
配
を
背
景
と
し
て
可
能
と
な
る
職

掌
に
つ
い
て
は
（
領
内
普
請
や
領
民
移
動
の
監
視
な
ど
）
、
郡
代

職
掌
と
し
て
委
ね
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
代
官
・
郡
代
支
配
に
つ
い
て
は
、

支
配
職
掌
の
競
合
と
い
う
側
面
は
あ
る
も
の
の
、
他
方
で
代
官
支

配
疑
管
轄
地
の
流
動
性
に
よ
る
恣
意
性
の
排
除
と
支
配
地
域
の
限

定
に
よ
る
支
配
権
の
浸
透
強
化
、
こ
れ
に
対
し
て
そ
れ
を
補
完
す

る
よ
う
な
郡
代
の
蔵
入
地
支
配
を
も
含
め
た
、
よ
り
広
範
な
地
域

を
前
提
と
し
た
職
掌
の
整
備
・
拡
充
と
い
う
傾
向
も
看
取
さ
れ
よ

う
。　

こ
の
よ
う
な
見
通
し
を
め
ぐ
り
、
諌
早
氏
が
享
保
五
年
四
月
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

日
に
制
定
し
た
「
会
所
掟
」
の
次
の
条
文
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
一
、
郡
代
役
之
者
江
者
、
於
御
精
核
仰
付
誓
詞
、
殊
二
御
条

　
　
　
目
相
渡
置
、
毎
年
被
相
賭
事
二
候
條
、
自
分
よ
り
別
二
帳

　
　
　
不
相
嫁
候
、
公
儀
篇
之
儀
の
み
相
勤
役
儀
柄
二
候
條
、
仰

　
　
　
付
無
相
違
様
二
相
尋
注
進
事
番
外
無
滞
様
二
、
念
を
入
可

　
　
　
相
勤
候
、
殊
二
御
蔵
入
百
姓
極
量
ハ
不
及
申
、
大
配
分
、

　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
　
小
配
分
、
存
内
之
儀
ハ
聯
無
贔
屓
偏
頗
、
正
路
二
可
相
勤

　
　
　
差

響
に
よ
り
「
郡
代
役
」
（
こ
の
場
合
高
木
郡
代
の
実
務
を
担
当
す

る
役
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
）
に
諌
早
氏
の
陪
臣
が
任
命
さ
れ
る
こ

と
、
し
か
も
そ
れ
が
諌
早
氏
の
家
法
（
地
頭
法
）
で
あ
る
「
会
所

掟
」
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
諌
早
氏
は
郡
代
役
者
に
対
し
、
「
自

分
（
知
行
主
1
1
諌
早
氏
）
よ
り
別
二
年
番
相
渡
」
つ
ま
り
郡
代
役

遂
行
に
あ
た
っ
て
は
藩
主
よ
り
渡
さ
れ
る
「
御
条
目
」
（
い
わ
ゆ

る
郡
代
規
定
で
表
4
に
示
さ
れ
る
も
の
）
に
準
拠
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
蔵
入
地
・
大
配
分
・
小
配
分
知
行
地
に
対
し
「
正
路
」
に

役
を
勤
め
る
よ
う
配
慮
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
郡
代
（
役
）
は

大
身
家
臣
（
そ
の
実
務
は
陪
臣
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）
が

就
く
も
の
の
そ
の
立
場
は
藩
の
公
的
役
人
（
「
公
儀
篇
之
儀
の
み

相
勤
役
儀
柄
」
）
な
の
で
あ
り
、
蔵
入
地
・
知
行
地
に
お
け
る
支

配
権
の
錯
綜
歴
日
二
重
支
配
（
蔵
入
地
に
お
け
る
代
宮
と
の
競

合
、
知
行
地
に
お
け
る
知
行
主
と
の
関
係
）
に
は
、
郡
代
自
ら
留

意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
で
は
、
寛
永
一
六
年
段
階
に
お
い
て
一
度
は
知
行
地
支
配
の
み

に
限
定
さ
れ
た
も
の
の
、
再
度
職
掌
が
拡
大
し
、
し
か
も
広
域
支

配
を
必
要
と
す
る
領
内
普
請
・
領
民
移
動
の
監
視
な
ど
を
挺
子
に

蔵
入
地
支
配
に
も
関
与
す
る
に
い
た
る
、
い
わ
ば
藩
の
公
的
役
人

と
し
て
の
郡
代
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
、
郡
代
を
含
め
た
諸
役
交

代
制
擁
重
役
制
が
す
で
に
定
着
し
展
開
し
て
い
た
享
保
期
を
中
心

に
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

幻



藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

蜘
嬢
　
農
襲
冷
・
訟
囎
・
醤
識
微
熱
薄
一
得
（
「
糞
誰
盛
期
醸
諾
了
」
母
野
儀
傘
彊
図
懸
野
G
需
蔚
）

”

　
　
　
課
沸
岳
藤
笹
油
憩

夢
鶏
　
襲

鍛
籍
襲
鍛

螺
黒
垂
洲

欝
贈
　
製

喜
　
醸
鶉

製
　
暑
　
製

零
無
謬
無
識
茎
婆

黄
鳥
・
無
燈
鶉

慰
　
　
噂

岳
　
謡
　
訓

輯
癒
。
。
る
』
㊤

言
贈
屯
（
隣
麟
く
ケ
欝
）

以
還
鴫
（
隣
蔵
・
嵩
誉
）

曽
蜘
鴫
（
國
腰
海
量

卜
謬
（
隣
蒔
療
洲
）

汁
曽
（
画
》
・
≧
》
論
）

臨
黙
（
法
器
・
慰
細
）

＋
舞
舞
醗
（
㍊
釧
黙
黙
）

離
』
（
藤
織
・
冴
田
〉

瀞
藷
（
麟
野
毛
》
）

蹴
港
甕
（
澱
罷
鼻
誌
遵
）

ミ
　
⑩
●
◎
◎
●
一

、、

ミ

、、

轟
辮
（
蝉
醸
・
オ
田
）

冴
囲
（
灘
嘩
丑
留
）

ミ

琳
団
醤
（
露
遡
【
∵
魎
叶
）

○
既
洪
（
㍊
灘
・
蕪
璽

○
時
洪
（
灘
華
蕪
聯
）

歯
翼
（
四
身
・
蓼
≧
）

ミ
δ
・
◎
◎
．
り

ミ

、、

竜

旨
謬
（
画
舜
血
朗
）

》
鰯
只
隅
サ
≧
》
難
）

、、

〇
＋
齢
蕪
隈
（
瀬
甲
灘
黙
）

暴
』
（
灘
謙
身
田
）

○
＋
三
三
朗
（
㍊
副
三
三
）
○
灘
斎
（
霜
温
蟻
》
）

羅
計
讐
（
特
認
鼻
蘇
懸
）

篭
ご
●
Q
◎
●
一

ミ

嵩

、、

翼
欝
（
痔
臨
・
韓
珊
）

○
藷
謝
（
澱
蜘
書
剖
）

○
　
　
　
、
、

融
団
饗
（
㍊
型
巌
掛
）

緋
洪
（
灘
華
蕪
晦
）

○
醗
鷺
（
灘
畢
慰
価
）

謡
醗
（
灘
戸
戸
≧
V

こ
一
ト
。
’
c
◎
．
一

、、

、、

ミ

b
謬
（
画
爵
血
創
）

霊
芝
（
圃
サ
≧
》
舞
）

、、

十
財
蕪
翼
潮
獄
鼻
舗
）

蕪
U
（
灘
死
身
田
）

○
聡
斎
（
灘
串
麟
》
）

跡
蝿

、、

黷
f
。
・
c
◎
．
G
。

モ

、、

暴
晋
鴫
（
圃
漫
識
聴
）

躍
欝
（
三
千
・
謙
田
）

◎
時
洪
（
慰
事
・
蕪
鏑
）

○
　
　
　
、
、

論
議
饗
（
潮
製
雲
叢
）

○
訟
綴

0
三
三
（
三
三
三
三
）
〉
既
呉
（
減
華
蕪
鴎
）

階
離
（
灘
醐
・
書
二
〉

、、

�
D
◎
◎
．
お

、、

、、

ミ

旨
謬
（
國
爵
血
飼
）
瀬
燐
（
蜂
臨
・
謙
田
）

汁
苔
（
圃
獣
≧
》
論
）
階
済
（
蓬
聯
立
廓
）

○
　
　
　
、
、

三
三
（
三
三
噛
》
）
謎
藤
（
露
薫
劇
鼻
蕪
）

　
　
丑
麟
麟
U
（
漆
需
・
冴
田
）

○
臨
蓉
（
整
華
慰
橿
）
婁
剰
獣
蕪
璽
灘
遷
嚇
秀
）

、、

、、

ｳ
」
O
。
⑩

←

←

←

　　

　

←

諮
蕪
（
、
、
・
、
、
）
琳
団
覆
（
藤
裂
壷
叫
）

←

←

、、

、、

黶
Z
．
o
◎
●
＝
営
贈
4
（
属
懸
・
ウ
欝
）

勲
篠
鴫
（
圃
蔽
・
醸
誉
）

苔
蜘
鱗
（
隅
欄
識
脚
）

旨
謬
（
圃
欝
血
鵡
）

汁
苔
（
鶴
サ
≧
》
論
）

○
瞬
書
（
灘
畢
灘
細
）

囲
醸

叢
』
（
露
識
身
田
）

○
臨
雪
（
馨
聯
黙
癒
）

嬰
七
四
華
』
（
海
門
意
叢
）

、、

刀
D
O
o
．
一
㎝

、、

、、

、、

旨
謬
（
圃
爵
血
飼
）
三
三
（
三
四
・
‡
田
）

汁
蓄
（
三
滝
・
≧
》
強
）
論
議
（
露
蒸
・
蕪
廓
）

、、

、、

冴
闘
（
灘
醸
書
盟
）

〉
購
斎
（
三
三
恥
》
）
＋
醗
蕪
醗
（
露
爵
鼻
慰
）

断
薄
（
唇
弁
醤
≧
）

、、

黶
掾
B
．
G
◎
」
卜
。

、、

≧

、、

ト
謬
（
画
鈴
血
紅
）
落
醇
蛭
（
蝉
轡
茸
田
）

い

0
口
写
（
灘
猷
・
慰
樋
）

濾
斎
（
四
温
輪
》
）
　
　
屡
課

三
三
（
三
三
・
醤
≧
）
暴
8
（
灘
謙
・
冴
頸
）

＋
財
露
謡
（
、
、
　
・
　
、
、
）

擁
》

、、

黹
ﾏ
c
◎
」
O

、、

、、

、、

E
鶴
（
四
灯
血
鵡
）
落
暦
導
（
韓
矯
・
離
班
〉

》
書
（
属
サ
≧
》
強
）
冴
融
（
論
難
蕩
潤
）

0
　
　
　
謡

　

』

、、

盛
購

、、

W
．
○
◎
．
お

謡

、、

、、

○
汁
蝋
只
灘
サ
≧
》
爾
）

跳
済
（
灘
灘
・
難
琳
）

、、

瀞
需
（
二
丁
噛
》
）

○
藷
謹
（
灘
醐
書
灘
）

麟
8
（
露
綜
冴
弼
）

霜
野
（
潮
寒
熟
翻
）

ミ
N
洲
G
◎
」
㎝

、、

、、

、、

、、

麟
愚
9
（
蜂
躍
麟
濁
）

○
　
　
　
、
、

囲
鶴

、、

〉
潜
需
（
灘
藏
・
脳
》
）
雲
判
財
奪
㎝
（
灘
翠
婁
麓
）

証
書
（
灘
蔵
・
冴
憩
）

三
門
熱
。
齢
。
。
．
謡

、、

ヒ

、、

落
幣
導
（
騨
畷
毒
田
）

汁
諮
（
國
獣
≧
》
論
）

○
　
　
　
、
、

、、

、、

〉
　
　
　
、
、
　
　
　
　
、
、

、、

、、

f
◎
藺
◎
◎
．
一

、、

、、

、、

、、

貯
済
（
灘
酪
・
慈
蜘
）

、、

、、

既
滋
（
灘
翻
・
蓬
【
　
）

〉
辮
斎
（
三
三
恥
》
）
　
　
　
墜
購

、、

、、

〟
B
◎
．
G
o

、、

、、

、、

、、

汁
蝋
只
麟
サ
≧
》
藏
）

○
　
　
　
、
、

黙
斎
（
灘
寧
噛
》
）

瀞
呉
（
露
華
薄
琳
）

〉
＋
三
三
灘
（
耕
三
三
慰
）
○
潮
函
（
灘
嘩
灘
樋
）

籍
琳
（
丁
字
熟
繭
）

ミ
　
㎝
．
o
◎
』
鱒

、、

、、

、、

B
露
（
圃
母
冴
釧
〉

掛
洪
（
皇
儲
ロ
・
蕪
錦
）

○
　
　
　
、
、

○
畑
灘
（
灘
誌
噛
》
）

辟
戴
（
園
丁
・
華
二
）

○
鳶
細
（
、
、
・
、
、
）

、、

幽
霜
蔀
・
↓
』
ω

、、

、、

、、

灘
燐
（
蜂
矯
毒
毘
）

、、

モ

○
　
　
　
、
、

、、

図
繭

騨
書
（
歯
舞
碁
田
）

ミ
　
さ
◎
●
◎
◎
』
㊤

ミ

、、

、、

○
篶
鶏
（
圃
録
血
飼
）

○
葺
盟
（
腰
試
語
剖
〉

ミ

○
＋
母
奪
㎝
（
灘
華
齢
鍵
）

叢
U
（
灘
蘭
・
蒼
田
遜
）

貯
誉
（
言
挙
蕪
繭
）

一
曝
（
薗
聾
晦
賢
）

、、

ﾖ
。
◎
◎
●
刈

、、

、、

、、

鹸
麟
（
蝉
矯
・
薦
田
）

E
欝
（
鼠
母
血
創
）

、、

○
矯
醗
（
潮
齢
蟻
》
）

瀞
呉
（
灘
舗
ロ
・
蕪
聯
）

囲
融

路
琳
（
灘
事
熟
繭
）

禽
輯
凶
。
。
．
惹

磯

、、

、、

○
ヨ
落
（
爵
掛
蚕
輯
）

熱
雲
（
灘
醜
島
欝
）

、、

圖
蘇

叢
U
（
澱
嘩
冴
珊
）

婁
剰
瞬
奪
』
（
灘
墜
書
需
）

、、

ミ
　
塾
Ω
．
O
o
・
一
①

溢
噸
屯
（
圃
斎
く
ケ
鶴
）

、、

、、

醸
燐
（
七
三
零
珊
）

朝
立
（
弱
齢
血
創
〉

○
　
　
　
、
、

○
即
認
（
露
轟
・
噛
》
）

時
葭
（
潮
醐
・
遷
二
〉

○
創
勘
（
潮
諭
・
響
樋
）

暴
8
（
澱
、
岡
淋
磁
）

ミ
　
ω
“
o
◎
．
一
。
。

、、

、、

、、

貸
露
（
厨
蚤
血
釧
）

葺
留
（
灘
醐
豪
富
）

○
　
　
　
、
、

○
　
　
　
、
、

叢
』
（
麟
繭
・
碁
田
）

○
　
　
　
こ

路
琳
（
澱
薯
熟
繭
）



ミ
　
曲
c
o
．
一
。
。

、、

、、

、、

、、

灘
調
（
隅
凝
こ
エ
》
痢
）

←

瞬
丑
（
蓋
諾
禽
婁
遷
）

階
誉
（
灘
望
蘇
脚
）

暴
遡
（
灘
薗
身
田
）

織
訟
（
鐸
聾
晦
澗
）

鳥
箒
凶
。
。
」
G
。

、、

、、

、、

、、

、、

鎖
細
（
藤
識
熱
細
）

○
蜘
謂
（
餅
論
・
噛
》
）

、、

〉
掛
蕪
醗
（
灘
製
盛
叫
）

蕪
U
（
滋
萄
擾
田
）

ミ
　
鉢
⊃
．
c
◎
」
㎝

、、

、、

モ

、、

、、

、、

＋
母
麟
蕊
（
灘
超
鼻
慰
）

叢
と
（
漆
薗
身
田
）

園
藩
（
、
、
・
、
、
）

蝋
瞬
（
藩
誰
・
業
≧
〉

、、

揩
p
．
○
◎
．
一

、、

翅
罵
（
回
壌
轟
誉
）

、、

六
部
（
蜂
腰
・
灘
田
尋
）

丑
型
（
論
難
丑
琶

弁
理
（
諏
雑
・
黙
細
）

圏
藩
（
灘
遡
篇
巌
掛
〉

、、

滑
洪
（
衷
言
・
蘇
琳
）

図
麟
（
、
、
・
、
、
）

瞬
蜘
凶
。
。
●
一
α

謡

、、

、、

讐
落
（
國
餅
療
淑
）

塗
調
（
鴎
》
・
審
尋
）

、、

○
応
灘
（
灘
踏
噛
》
）

、、

、、

瞬
》
嬰
（
圏
海
舜
誹
巻
）

、、

a
ﾌ
．
Q
◎
．
一

、、

、、

、、

鰍
欝
（
爆
躍
・
離
田
）

丑
劃
（
露
強
面
毬
）

、、

十
蹴
蕪
醗
（
灘
轟
画
鍵

図
聯
（
露
撃
業
≧
）

、、

、、

、、

fQ

D
o
o
］
㎝

、、

、、

、、

要
諦
（
塗
輿
・
皿
期
）

誰
翻
（
天
威
・
≧
》
論
）

属
引
取
（
露
摯
黙
櫛
）

霜
論
（
露
肝
脳
》
）

離
』
（
澤
爾
身
田
）

＋
財
蕪
蕊
（
灘
誌
鼻
慰
）

、、

、、

^
c
Q
”
頴

、、

、、

、、

錐
欝
（
興
瑚
・
灘
田
）

、、

、、

＋
針
蕪
懲
（
瀟
罷
寅
譲
）

、、

罰
藩
（
灘
翠
戯
掛
）

雲
窟
雲
（
灘
糖
喜
冷
）

、、

X
c
o
」
α

、、

、、

、、

B
鶏
（
属
掛
血
餌
）

冴
謹
（
漆
銀
器
毬
）

、、

0
麹
認
（
灘
踏
脳
》
）

0
　
　
　
、
、

瞬
洪
（
灘
蓄
・
藩
贈
）

、、

ミ
　
①
．
G
◎
］
α

、、

、、

、、

輪
姦
（
簿
躍
扇
田
）

灘
調
（
麟
》
主
》
論
）

湘
轟
（
瀟
鳥
・
翼
横
）

識
鱗
（
三
子
鼻
舗
）

譲
掛
蕪
謡
（
滋
爾
身
田
）

、、

正
野
（
瀬
戸
婁
冷
）

こ
　
8
G
◎
」
α

、、

溝
薔
鴫
（
繊
轡
嵩
聾
）

、、

忌
欝
（
圃
計
血
鎖
）

冴
遡
（
露
轍
含
饗
）

、、

圖
藩
（
二
戸
干
熾
針
）

図
琳
（
瀟
撃
蓬
二
）

、、

、、

、、

宦
掾
E
○
◎
」
㎝

、、

、、

、、

竣
欝
（
簿
摩
謙
田
）

論
調
（
隣
母
こ
二
》
粟
）

、、

○
漁
謡
（
灘
踏
脳
》
）

○
羅
餅
奪
』
（
灘
商
身
田
）

識
隣
（
灘
温
舜
舗
）

、、

、、

I
6
0
0
●
一
α

ミ

、、

、、

費
欝
（
晦
掛
血
感
）

冴
融
（
灘
薄
商
謹
）

○
　
　
　
、
、

竃
藩
（
二
戸
干
熾
鮭
）

函
蜘
（
灘
離
茎
二
V

、、

黙
劇
湧
（
四
丁
・
喜
ぎ

ミ
一
〇
．
○
◎
」
G
n

、、

、、

、、

輪
差
（
爆
舞
茸
田
）

灘
調
（
圃
断
・
孟
》
痢
）

臨
轡
（
灘
移
黙
初
）

○
蜘
認
（
油
齢
・
噛
》
）

○
綴
掛
奪
』
（
瀟
繭
身
琵
）

田
美
（
灘
蝋
早
蕪
即
）

一
輝
（
鐸
聾
晦
澗
）
＋
営
蕪
醗
（
灘
圏
鼻
需
妊
）

、、

鼈齲

g
G
Q
’
笛

、、

、、

、、

ヨ
欝
（
云
掛
慮
戯
）

冴
劃
く
漏
鋼
語
劃
）

○
　
　
　
、
、

○
黙
謙
（
灘
温
鼻
譲
）

、、

、、

出
面
婆
（
灘
高
書
含
）

、、

黹
g
。
●
c
◎
」
㎝

、、

、、

、、

輯
欝
（
蜂
輝
盆
，
珊
）

灘
翻
（
鴎
サ
孟
》
痢
）

○
　
　
　
、
、

○
竃
藩
（
滋
翠
滋
薪
）

、、

、、

一
罪
（
鐸
聾
晦
澗
）

ミ
　
お
．
Q
o
」
㎝

訟

ミ

蓄
鄭
壁
（
属
麹
恵
離
）

ヨ
露
（
属
掛
血
釧
）

肇
灘
（
灘
聯
冴
灘
）

○
　
　
　
、
、

○
酷
瞬
（
灘
醗
鼻
息
）

、、

、、

図
麟
（
門
戸
・
譲
≧
〉

、、

齟
?
。
◎
．
お
鑑
豊
島
（
圃
吟
ケ
鶏
）

、、

、、

雌
落
（
蜂
譲
・
灘
懸
）

灘
調
（
画
母
・
≧
》
強
）

○
　
　
　
、
、

○
薗
藩
（
灘
翌
蟻
針
）

階
美
（
露
望
蘇
聖

無
毒
雲
（
圃
畢
喜
》
）

一
二
（
鐸
参
学
澗
〉

濁
輔
掌
骨
。
。
レ

、、

、、

、、

ヨ
欝
（
聾
跡
血
釧
）

葺
酬
（
輪
舞
藷
剖
）

○
　
　
　
こ

○
　
　
　
、
、

、、

○
瞬
爵
（
灘
寒
灘
細
）

図
麟
（
灘
聾
妻
≧
）

、、

ﾖ
・
c
◎
』
一

、、

、、

謡

辮
欝
（
興
踊
・
零
田
）

灘
調
（
國
母
こ
二
》
霜
）

○
　
　
　
、
、

○
漁
悉
（
瀬
踏
脳
》
）

薗
効
（
鐸
瑳
晦
澗
）

○
　
　
　
謡
臥
洪
（
灘
鰍
篇
・
三
三
）

、、

、、

Y
．
Q
◎
。
一

、、

、、

、、

圃
餐
雲
（
圃
躍
血
肉
〉

熱
雲
（
耕
墾
冴
灘
）

○
　
　
　
、
、

認
瞬
（
灘
騒
鼻
黙
）

図
麟
（
滞
誰
凄
≧
）

三
三
（
灘
繍
篇
・
三
聖
畿
財
麟
両
三
謬
蕪
趨
）

竃
魎
（
鐸
灘
晦
蟄
V

、、

ｿ
・
c
◎
・
①

謡

ミ

モ

雌
欝
（
簿
瑚
・
韓
田
）

鉾
調
（
圃
聯
≧
》
強
）

、、

蜘
蕊
（
灘
諦
蟻
》
）

毒
掛
蕪
翼
滋
颪
身
田
）

○
計
済
○
三
編
三
三
忍
　
○
氏
師
蕪
灘

図
麟
（
油
撃
遂
ε

、、

X
り
．
お

、、

、、

、、

圃
餐
雲
（
餌
畢
皿
創
）

螢
灘
（
露
馨
臨
空
）

淋
翻
（
漂
國
・
翼
麺
V

翼
藩
（
澱
型
蟻
針
）

、、

　
〉
三
三
　
階
洪
婁
網
醗
蟄
翼
灘
細
毒
冷
）

ミ

、、

W
0
◎
．
N
G
。

、、

ミ

、、

雌
欝
（
簿
寧
韓
珊
）

鉾
璽
圃
嘩
主
》
菊
）

○
　
　
　
、
、

○
　
　
　
、
、

、、

〉
盈
瞬
　
爵
呉
罫
剰
誹
蕪
謡

麟
畑
（
鐸
坊
門
澗
）

ミ
　
○
◎
・
日
』
ω

、、

、、

苫
麺
鴫
（
圃
睡
囲
細
）

圃
餐
雲
（
圃
矯
血
釧
）

冴
融
（
露
醐
含
灘
）

○
　
　
　
、
、

黙
需
（
露
糠
・
脳
》
）

、、

○
湘
轟
（
露
團
・
三
三
）
○
階
洪
（
露
蓄
・
蕗
軸
）

、、

論
瞭

魁
冊
㊦
◎
晋
葬
国
噂
ノ
○
晋
響
町
薄
S
黙
謬
瞭
。

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
〉

箔
葎
〉
碧
舜
葺
囎
“
臼
禦
ぐ
ノ
＾
ぐ
ノ
ぴ
瞭
愚
凶
魍
噴
冊
檎
㊦
麟
ゆ
㊦
罫
羅
嵩
鵡
瞭
。
　
↑
醤
四
輪
鍵
勤
禦
ぐ
ノ
μ
冒
頭
諏
縛
。

紹



藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

二
　
郡
代
三
役
舗

　
前
節
に
お
い
て
は
、
代
官
・
郡
代
支
配
の
地
域
的
展
開
を
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
管
轄
地
と
職
掌
の
変
遷
を
め
ぐ
り
み
て
き
た
。
そ
こ
で
注
目
さ

れ
る
こ
と
は
藩
の
公
的
役
人
と
し
て
蔵
入
地
・
知
行
地
を
一
括
し

た
郡
代
職
掌
の
整
備
・
拡
充
で
あ
っ
た
。
で
は
郡
代
支
配
の
実
態

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
に
家
臣
日
記
を
素
材

と
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
次
は
家
臣
団
家
格
で
親
類
の
白
石
鍋
島
家
「
御
記
録
」
中
の
記

事
で
あ
る
。

　
（
享
保
一
一
年
九
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ド
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
、
朔
日
御
達
方
隠
岐
様
江
御
交
代
付
高
岳
下
郡
代
池
田
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

　
　
　
郎
左
衛
門
罷
出
候
付
点
、
於
御
前
御
條
§
之
御
渡
也

　
（
享
保
一
二
年
八
月
九
日
）

　
　
一
、
請
役
所
御
用
申
来
、
平
尾
九
太
夫
罷
出
南
庭
、
御
当
役

　
　
　
へ
　
　
だ
　
レ

　
　
　
豊
前
様
δ
被
相
達
賢
士
、
当
九
月
δ
佐
嘉
古
方
被
仰
付

　
　
　
由
、
当
時
白
石
御
引
越
付
而
、
御
家
来
へ
被
直
達
候
由
、

　
　
　
御
請
二
B
二
御
使
者
を
以
被
　
仰
上
継
橋

　
　
　
　
　
九
日
　
　
　
　
　
　
当
役
　
　
　
　
牧
右
衛
門
佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
役
　
　
　
安
武
九
兵
衛

　
　
　
　
当
無
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
成
松
新
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
野
九
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
良
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
下
郡
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
尾
九
太
夫

前
の
史
料
で
は
、
郡
方
（
佐
賀
郡
代
）
が
白
石
鍋
島
家
（
こ
の
時

期
の
当
主
は
直
愈
）
よ
り
、
村
田
鍋
島
家
（
当
主
政
盛
）
へ
、
享

保
一
一
年
九
月
一
日
付
で
交
替
に
な
っ
た
こ
と
が
、
ま
た
後
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
に
よ
れ
ば
、
翌
一
二
年
九
月
よ
り
佐
嘉
郡
方
が
村
田
鍋
島
家
よ

り
白
石
鍋
島
家
へ
交
替
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
表
5
を
参
照
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
享
保
八
年

よ
り
幕
末
期
に
い
た
る
ま
で
各
年
次
ご
と
に
諸
役
（
郡
代
や
請

役
、
年
行
司
、
蔵
方
、
相
談
方
な
ど
。
表
化
に
あ
た
っ
て
は
前
三

者
を
と
り
上
げ
た
）
を
担
当
し
た
家
臣
名
（
家
格
と
し
て
は
支
藩

三
家
、
親
類
、
親
類
同
格
、
家
老
な
ど
大
配
分
の
大
身
家
臣
）
が

列
記
さ
れ
た
「
御
親
類
家
老
諸
役
」
と
い
う
史
料
よ
り
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
ま
ず
享
保
一
一
年
八
月
一
二
に
佐

賀
郡
代
が
村
国
鍋
島
家
の
政
盛
に
申
し
達
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
先

の
史
料
で
は
同
年
九
月
一
日
よ
り
郡
代
に
就
任
し
た
。
ま
た
同
誌

で
は
翌
一
二
年
八
月
一
日
に
佐
賀
郡
代
が
白
石
鍋
島
家
の
直
愈
に

申
し
達
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
先
の
史
料
で
は
享
保
一
一
年
（
九
月
間

よ
り
同
＝
一
年
（
八
月
）
ま
で
請
役
（
当
役
）
で
あ
っ
た
（
表
5

の
請
役
の
項
参
照
）
諌
早
茂
晴
か
ら
、
享
保
＝
一
年
九
月
よ
り
佐

賀
郡
代
に
就
く
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
表
5
と
先

の
二
つ
の
史
料
の
記
述
は
合
致
し
、
毎
年
八
月
中
に
次
年
度
郡
代

担
当
者
が
申
し
達
せ
ら
れ
、
九
月
一
日
発
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
九
月
の
交
代
制
（
秋
役
制
）
は
、
郡
代
に

限
ら
ず
諸
役
に
つ
い
て
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。
郡
代
を
含
ん
だ
諸

役
は
一
年
に
一
回
な
い
し
二
回
交
替
し
て
い
た
わ
け
で
、
二
回
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
の
場
合
は
九
月
と
三
月
が
交
替
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
か
か

る
諸
役
秋
役
制
成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
表
5
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
享
保
期
に
は
秋
役
制
が
定
着
・

展
開
し
て
い
た
。
ま
た
前
掲
表
2
の
明
暦
段
階
に
お
け
る
郡
代
担

当
者
を
検
討
す
れ
ば
、
小
城
郡
・
藤
津
郡
は
鍋
島
市
正
（
倉
町
鍋

島
家
）
と
鍋
島
監
物
（
納
富
鍋
島
家
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
表
5

に
あ
る
享
保
段
階
以
後
は
、
両
郡
は
支
藩
三
家
が
郡
代
を
三
役
と

し
て
勤
め
て
い
る
。
つ
ま
り
明
暦
期
か
ら
享
保
期
の
間
に
そ
の
成

立
の
時
期
は
求
め
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
、
本
藩
に
よ
る
三
支
藩
統

制
法
で
あ
る
「
三
家
格
式
」
の
制
定
（
天
和
三
年
）
、
鍋
島
内
記
家

の
創
設
（
貞
享
元
年
）
、
旧
竜
造
寺
系
立
家
の
親
類
同
格
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
置
づ
け
（
元
禄
＝
一
年
）
な
ど
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
身
分
格
制

が
整
備
・
確
定
す
る
天
和
・
貞
享
よ
り
元
禄
期
頃
と
考
え
ら
れ
よ

う
か
。
す
な
わ
ち
郡
代
役
役
制
は
身
分
格
制
賛
家
格
と
密
接
な
関

係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
点
に
留
意
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ら
、
改
め
て
表
5
を
み
て
み
た
い
。

　
ま
ず
郡
代
が
定
役
と
秋
役
の
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
の
内
定
役
の
郡
代
は
小
城
郡
、
藤
津
郡
西
、
同
郡
東
お
よ

び
高
木
郡
で
あ
る
。
前
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
小
城
藩
・
蓮
池
藩
・
鹿

島
藩
の
三
支
藩
主
が
、
ま
た
高
木
郡
は
親
類
同
格
の
諌
早
氏
が
定

役
と
な
っ
て
い
る
。
支
藩
と
い
え
ど
も
「
三
家
格
式
」
に
よ
り
本

藩
の
強
力
な
統
制
下
に
あ
り
、
し
か
も
本
塁
分
限
帳
（
佐
賀
藩
で

は
着
到
帳
と
称
す
る
）
に
家
臣
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
佐
賀
藩

軍
団
編
成
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
三
無
藩
主
が
、
郡
代
を
担
当

し
本
藩
領
内
支
配
機
構
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
諌
早
氏
の
高
木
郡
代
担
当
は
、

諌
早
を
中
心
と
す
る
高
木
郡
に
広
範
な
知
行
地
を
有
す
る
細
竜
造

寺
系
一
門
・
親
類
同
格
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な

お
前
掲
表
2
に
よ
れ
ば
明
暦
期
で
は
、
高
木
郡
の
場
合
、
諌
早
と

神
代
の
二
郡
代
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
知
行
地
を
有

す
る
大
身
家
臣
が
担
当
し
て
い
た
が
、
遅
く
と
も
享
保
期
以
前
、

諌
早
と
神
代
の
二
郡
代
が
高
木
郡
と
し
て
統
一
さ
れ
、
諌
早
氏
に

よ
る
定
役
担
当
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
城
・

藤
津
西
・
同
東
の
各
郡
代
の
検
討
に
よ
り
、
郡
代
定
役
制
は
家
格

（
支
藩
三
家
と
親
類
同
格
）
と
各
郡
に
お
け
る
知
行
実
態
（
大
配

分
知
行
地
の
比
較
的
一
円
的
存
在
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　
か
か
る
郡
代
定
役
制
に
対
し
て
郡
代
秋
役
制
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
該
当
す
る
の
は
佐
賀
、
神
埼
、
杵

島
・
松
浦
・
彼
杵
、
三
根
・
養
父
の
各
郡
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

杵
島
・
松
浦
・
彼
杵
郡
代
と
三
根
・
養
父
郡
代
は
複
数
郡
が
管
轄

地
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
広
範
な
地
域
支
配
を
行
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

　
ま
ず
佐
賀
郡
と
神
埼
郡
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
後
潟
表
1
2
に

よ
れ
ば
、
佐
賀
郡
の
場
合
全
地
味
高
の
八
七
・
二
％
が
、
ま
た
神

埼
郡
の
場
合
二
五
・
八
％
が
蔵
入
地
地
米
高
で
占
め
ら
れ
て
お

り
、
と
く
に
佐
賀
郡
は
他
の
ど
の
諸
郡
よ
り
も
高
い
比
率
で
あ

忽



る
。
ま
た
領
内
全
蔵
入
地
地
米
高
中
、
各
郡
が
し
め
る
蔵
入
地
地

米
高
の
比
率
に
注
目
し
て
も
、
佐
賀
郡
は
五
三
・
九
％
と
全
蔵
入

地
米
高
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
に
佐
賀
郡
と
神
埼
郡

は
他
の
諸
郡
に
比
較
し
て
相
対
的
に
多
く
の
蔵
入
地
が
設
定
さ
れ

て
い
た
地
域
と
い
え
、
こ
の
両
軸
は
鍋
島
一
門
と
よ
べ
る
親
類
層

の
郡
代
担
当
が
原
則
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
佐
賀
郡
の
場

合
、
白
石
鍋
島
家
と
村
田
鍋
島
家
の
交
替
ほ
秋
役
制
、
神
埼
郡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

場
合
、
川
久
保
鍋
島
家
と
鍋
島
内
記
家
の
交
替
目
繋
累
制
が
定
着

し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
勢
家
親
類
層
の
知
行
地
は
、
い
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

佐
賀
・
神
埼
郡
内
に
そ
の
中
心
が
あ
り
、
顔
役
郡
代
と
同
様
に
こ

こ
で
も
郡
代
が
家
格
と
知
行
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。

　
杵
島
・
松
浦
・
彼
杵
郡
代
は
、
複
数
郡
の
担
当
で
あ
る
。
親
類

同
格
の
武
雄
鍋
島
・
多
久
・
須
古
鍋
島
の
三
家
の
交
替
縫
秋
役
制

で
あ
り
、
こ
の
三
家
の
知
行
地
は
杵
島
、
松
浦
、
彼
杵
三
郡
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
に
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
杵
島
・
松
浦
・
彼
杵
郡
代
も
、

家
格
と
知
行
実
態
の
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

も
後
掲
表
1
2
に
よ
れ
ば
、
領
内
の
全
蔵
入
地
地
米
高
の
う
ち
、
杵

島
郡
に
二
三
・
一
％
が
存
在
し
て
お
り
、
佐
賀
郡
に
次
い
で
高
率

と
な
っ
て
い
る
。
杵
島
・
松
浦
・
彼
杵
郡
代
は
、
大
身
家
臣
の
知

行
地
が
存
在
し
、
こ
の
こ
と
は
後
上
表
1
3
よ
り
相
給
化
が
進
ま

ず
、
ま
た
後
掲
表
1
4
よ
り
小
給
入
の
知
行
地
が
少
な
く
知
行
地
が

一
円
的
に
存
在
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
総
じ

て
蔵
入
地
や
知
行
地
の
広
域
支
配
が
、
親
類
同
格
層
に
杵
島
・
松

浦
・
彼
杵
郡
代
担
当
を
通
じ
て
委
任
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
郡
代
古
記
制
の
い
ま
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
三
根
・
養
父
郡
代
で

あ
る
。
こ
の
郡
代
も
複
数
郡
の
管
轄
地
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
い
ず
れ
も
家
老
の
太
田
・
横
着
・
姉
川
の
三
家
交
替
踵
秋

役
制
で
あ
り
、
各
家
の
知
行
地
は
三
根
・
養
父
郡
を
中
心
と
し

　
　
ま
　

て
い
る
。
　
本
郡
代
に
つ
い
て
も
同
一
家
格
（
家
老
）
で
こ
の
地
域

に
知
行
地
が
集
中
し
て
い
る
家
臣
が
就
任
す
る
と
い
う
原
則
が
み

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
養
父
・
三
根
郡
、
と
く
に
後
者
は

神
埼
郡
と
並
ん
で
知
行
地
の
相
黒
化
が
進
ん
で
い
る
（
表
1
3
）
。
し

か
も
物
成
二
〇
〇
石
未
満
の
い
わ
ば
小
給
人
層
の
存
在
は
、
養

父
・
三
根
両
郡
と
も
に
神
埼
郡
と
並
ん
で
そ
の
比
率
が
高
い
（
表

1
4
）
。
ま
た
蔵
入
地
地
米
高
も
両
郡
の
全
地
米
高
中
、
三
三
・
七

％
を
占
め
る
（
表
1
2
）
。
つ
ま
り
養
父
・
三
根
郡
代
は
、
小
給
人

知
行
地
の
相
給
化
が
進
み
し
か
も
蔵
入
地
が
錯
綜
し
た
地
域
と
い

え
る
複
雑
な
所
領
構
造
を
呈
す
る
両
郡
の
広
域
支
配
を
、
家
老
格

の
家
臣
層
が
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
郡
代
秋
役
制
で
あ
っ
た
佐
賀
郡
、
神
埼
郡
、
杵
島
・
松

浦
・
彼
杵
郡
、
三
根
・
養
父
郡
の
諸
郡
代
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
郡
代
は
い
ず
れ
も
一
年
に
一
回
な
い
し
二
回
の
交

替
で
あ
っ
た
も
の
の
、
小
城
、
藤
津
西
、
同
東
、
高
木
の
定
役
の

郡
代
同
様
、
家
格
と
知
行
実
態
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
該
当
郡
に
知
行
地
が
集
中
的
に
配
分
さ
れ
、
し
か
も
同
一

家
格
（
親
類
、
親
類
同
格
、
家
老
な
ど
）
の
大
身
家
臣
層
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
郡
代
を
交
替
で
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
郡
，
代
の
軸
索
制
と
秋
心
霊
（
こ
の
二
形
態

は
広
義
の
秋
役
制
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
）
は
、
藩
領
内
に

お
け
る
知
行
地
の
存
在
形
態
と
家
臣
序
列
（
家
格
）
を
反
映
し
た

制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
成
立
は
先
述
し
た
よ
う
に
家

臣
団
の
身
分
格
制
が
確
定
す
る
天
和
・
貞
享
よ
り
元
禄
期
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
こ
の
段
階
で
は
、
す
で
に
領
内

の
知
行
体
系
が
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
実
態
を
示
し

た
も
の
が
、
一
八
世
紀
初
頭
の
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
「
玄
梁
皆
様
御
代
着
到
配
分
村
付
帳
扁
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

三
　
郡
代
支
配
の
実
態

D
　
郡
代
下
役
と
経
費

（こ
こ
で
は
郡
代
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
佐

賀
郡
代
を
村
田
鍋
島
家
と
交
替
で
勤
め
て
い
た
親
類
の
白
石
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

立
家
の
記
録
（
日
記
）
を
通
じ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
6

は
郡
代
支
配
の
入
的
構
成
（
郡
代
下
役
）
お
よ
び
職
掌
内
容
に
つ

い
て
知
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
第
一
に

指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
郡
代
支
配
と
い
う
い
わ
ば
藩
の
公
的
行

政
役
の
実
務
を
果
た
す
階
層
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家

老
・
下
郡
代
・
侍
な
ど
は
藩
直
臣
な
の
か
、
郡
代
を
勤
め
て
い
る

家
臣
の
陪
臣
（
つ
ま
り
白
石
鍋
島
家
の
家
臣
。
藩
主
か
ら
み
れ
ば

陪
臣
）
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
を
も
含
む
の
か
。
前
節
で
掲
げ
た

白
石
鍋
島
家
記
録
の
享
保
＝
　
年
八
月
九
日
付
記
事
お
よ
び
次

の
史
料
を
み
て
み
た
い
。

　
（
享
保
一
一
年
八
月
二
六
日
）

　
　
一
、
廿
六
日
於
嘉
瀬
仕
置
者
有
之
、
下
郡
代
平
尾
九
太
夫
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

　
　
　
快
有
之
、
差
次
嬉
野
九
左
衛
門
主
従
六
人
酷
熱
相
勤
候

ま
ず
前
節
史
料
で
は
、
享
保
＝
一
年
八
月
一
日
に
佐
賀
藩
当
役

（
請
役
）
の
諌
早
茂
晴
よ
り
、
当
役
牧
右
衛
門
佑
以
下
に
対
し
、
白

石
鍋
島
家
の
直
愈
が
当
九
月
よ
り
佐
賀
郡
代
を
勤
め
る
よ
う
申
し

達
し
が
あ
り
（
前
掲
表
5
参
照
）
、
そ
れ
が
翌
二
日
に
知
行
地
在

住
の
直
愈
へ
使
者
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当

役
牧
右
衛
門
以
下
六
名
の
家
臣
名
は
、
こ
の
時
期
に
最
も
近
い
分

限
緩
で
あ
る
「
享
保
十
七
年
侍
着
到
」
に
名
書
が
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
牧
以
下
六
名
が
白
石
鍋
島
家
の
陪
臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
推

測
せ
し
め
る
。
こ
の
中
で
牧
は
当
役
、
す
な
わ
ち
表
6
の
家
老
に

あ
た
り
、
白
石
鍋
島
家
の
家
政
、
知
行
地
支
配
に
対
し
て
中
心
的

機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
平
尾
九
太
夫
は
佐

賀
下
郡
代
と
さ
れ
、
同
表
の
下
郡
代
に
相
当
す
る
。
下
郡
代
を
担

当
す
る
白
石
鍋
島
家
の
陪
臣
は
学
名
か
存
在
し
て
い
た
と
思
わ

れ
、
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
下
郡
代
平
尾
が
病
気
に
つ
き
、
嬉
野

が
差
次
と
し
て
代
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
6
の
家
老
お
よ

び
下
郡
代
は
白
石
鍋
島
家
の
家
政
、
知
行
地
支
配
に
お
い
て
重
要

な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
上
層
陪
臣
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
牧

右
衛
門
以
下
六
名
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
家
政

拓



表6　佐賀郡方積方（元文3年7月17日）
　　　　諸下役御用

家老 下郡代 侍 付役侍 物書　小奉行 小奉行足軽 俄警固 歩行 中小姓歩行人馬灘歩行 足軽 心遣足 小頭　文番 小者

他　行　役　懸 1 3 1 4 15 2 4

殿様拐又隣国大名

?通路之節及長綺往来
1 1 1 6

筑前守様川上御通路 1 1 17 15 58 30

長崎奉行御通路 2 8 婆 11 13

川上妙法経 1 2 1 133 7

金立初　午 1 2 15 2

諸祭礼厭園会

P例能興行
1 1 187 187

恒
　
例
　
神
　
事
　
仏
　
事

浄土一宗法事 2 2 18 36

叩　　法　　事 1 1 5 1

城下御蘭陀通路
i 2つつ

芝　居興　行 1つっ 2つっ 1つっ 10づっ 6つっ

御仕置者有之 1 3 2 30 2 15

遊行聖人廻国 14

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

備考「御記録」（白石鍋島家編）より作成。他に郡継足軽4入あり。

表8　昭和6年皿山会所地方詰手明鑓・足軽名書及び所属「与私」

与　　　私 物　　　　　頭 手　　明　　鑓 足　　軽

① 鍋島弥平左衛門組

② 鍋島弾右衛門組 秀鱗門羅瀦軽〕 ：永江半左衛門

③ 鍋島図書組
　　　　　　物成110石、足軽石共弥七右衛門　　　　　　鉄炮25挺与頭

小鵯権右衛門

④ 中野数馬組
石構九郎齢昊騒糊〕 前由利右衛門

⑤ 鍋島主水組
麟左衛門際鵬評 伊東六右衛門

　　　　　　物成130石、手明出村伊左衛門　　　　　　鑓30人頭

田中神平（切米8：石3斗）

⑥ 鍋嶋七左：衛門組

藪内善欄雛繕軽｝ 中溝常右衛門

⑦ 鍋嶋隼人組
　　　　　　物碗60石、内力昧州浪権兵衛　　　　　　5拓、手明鑑0人頭

藤山祐右衛門（切米7菰5斗）

⑧ 原濁舎人組
　　　　　　物成100石、足軽福地助之允　　　　　　鉄炮25挺与頭

久米　千左衛門

南部大七 O藩灘 三嶋治右衛門

⑨ 鍋島靭贋組
　　　　　　物成110石、手明深江武兵衛　　　　　　鑓40人頭

塚原治武左衛門

⑩ 鍋島喜左衛椚組
村上弥兵衛鷹ll錨軽〕 本庄儀右衛門

u川　茂兵衛

⑪ 納富十右衛門組 沢野杢之允

物成100石5斗、

煢ﾁ米15石、足
y鉄炮25挺与頭

福照　作左衛門

沒c　惣右衛門

J口　祐左衛門

⑫ 鍋　島左太夫組

⑬ 千葉太郎助組 有曄之允懸騒手明
副田権太郎（切米王5石）

r木惣右衛門（切米12石7斗）

搓蒼｡左衛門（切米8石）

⑭ 石井兵部組

⑮ 執行郎左衛門 脚購齢脇峯　 中溝進之允
I中長右衛門

諸岡杢右衛門
光武金右衛門

�遂v膚衛門
不　　　明

石丸嘉衛門 平石久右衛門

馬渡隼人 山　崎作十

備考　拙著『近世大名家臣団と領主舗』140頁より。

機
構
を
担
当
す
る
陪
臣
が
佐
賀
藩
領
支
配
機
構
で
あ
る
郡
方
の
人

的
構
成
者
と
し
て
も
機
能
を
果
た
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
表
6

に
お
け
る
家
老
・
下
郡
代
以
下
の
諸
下
役
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
白
石
鍋
島
家
の
陪
臣
団
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
7
は
幕

末
期
の
も
の
だ
が
、
同
家
の
家
臣
（
陪
臣
）
構
成
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
軍
制
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
者
が
佐
賀

藩
の
領
内
支
配
機
構
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ

の
よ
う
に
表
6
の
家
老
や
下
郡
代
を
は
じ
め
と
す
る
諸
階
層
は
当

主
（
白
石
鍋
島
家
の
直
愈
）
が
郡
代
に
就
く
に
当
た
っ
て
の
郡
代

下
役
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
家
の
家
政
・
知
行
地
支
配
を
担
当
し

ま
た
軍
制
を
構
成
す
る
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
表
6
よ
り
第
二
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
第
一
の
問
題
と
連
動

表7　白石鍋島家家臣団
　　　構成（嘉永5年）

家　臣　層 人数

親　　　　類 2

家老（大組頭） 2

馬　　上　　通 3◎

侍 113

中　小　姓 85

歩　　　　行 112

一　孤　陸 30

被　　　　官 4．5

足　　　　軽 325

黒　　　　鍬 30

小　道　具 30

計 804

備考「三家御親類同格家来
　　　人数付gより作成。

す
る
が
、
白
石
鍋
島
家
の
陪
臣
以
外
に
は
藩
直
臣
や
他
の
家
臣
の

陪
臣
層
を
郡
代
下
役
と
し
て
含
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
表
8
を
掲
げ
た
。
同
表
は
明
和
六
年
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

田
皿
山
会
所
の
地
方
詰
の
手
明
鑓
、
足
軽
の
所
属
「
与
私
」
に
つ

％



い
て
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
明
鑓
と
は
、
元
和
六
年
に
直
臣

の
な
か
よ
り
現
米
五
〇
石
以
下
の
知
行
を
召
し
上
げ
、
蔵
米
で
一

五
石
を
給
し
、
平
和
時
に
は
無
役
、
臨
戦
時
に
は
鑓
一
本
・
具
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

一
領
で
出
陣
と
の
規
定
で
創
出
さ
れ
た
家
臣
層
に
由
来
す
る
。
本

辺
と
蓮
池
藩
の
家
臣
団
編
成
に
み
ら
れ
、
本
藩
に
お
い
て
は
一
五

な
い
し
一
六
組
あ
る
「
与
私
」
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
た
。

他
方
、
足
軽
と
は
酒
事
切
米
取
と
も
い
わ
れ
、
「
与
私
」
に
本
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
分
与
さ
れ
た
切
米
月
塞
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
明
鑓
も

足
軽
　
（
添
付
切
米
取
）
も
下
層
直
臣
で
門
与
私
」
に
所
属
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
下
層
直
属
家
臣
が
有
田
皿
山
会
所
の
地
方
詰
と

な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
「
与
私
」
所
属
の
手
明
鑓
・
足
軽
が
領
内

支
配
機
構
の
一
部
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

表
6
の
郡
代
下
役
は
藩
下
層
直
臣
の
手
明
鑓
・
足
軽
を
含
ん
だ
構

成
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
表
7
と
比
較
す
れ
ば
足
軽
の
人
数
の
多

さ
が
少
し
気
に
な
る
が
、
時
期
的
相
違
を
勘
案
す
れ
ば
必
ず
し
も

矛
盾
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
ま
た
表
6
は
い
く
つ
か
の
役
を
兼

帯
す
る
重
複
し
た
人
数
の
書
き
上
げ
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
み
か
ら
の
即
断
は
慎
む
べ
き

だ
ろ
う
が
、
郡
代
役
は
有
田
皿
山
代
官
所
の
よ
う
に
藩
直
臣
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
は
相
違
し
て
、
大
配
分
家
臣
が
郡
代

に
就
く
と
そ
の
下
役
は
陪
臣
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
藩
の
公
的
行
政
役
が
い
わ
ば
上
層
家
臣
の
陪
臣

団
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
郡
代
下
役
に
つ
い
て
表
6
を
中
心
に
検
討
し

て
き
た
が
、
次
に
役
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
経
費
は
ど
の
よ
う
に

負
担
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
9
は
元
文
三
年
の
白
石
鍋

島
家
記
録
よ
り
作
成
し
た
下
郡
代
を
は
じ
め
郡
代
諸
役
の
役
料
お

よ
び
諸
入
用
料
で
あ
る
。
下
郡
代
は
五
〇
石
、
下
奉
行
（
表
6
の

小
奉
行
か
）
四
人
飯
米
と
し
て
二
二
石
余
、
銀
遣
方
代
米
三
〇
石

な
ど
合
わ
せ
て
二
六
〇
石
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
誰
が
賄

う
の
か
。
次
の
史
料
は
時
期
が
ず
れ
る
が
参
考
と
な
る
。

　
（
享
保
一
四
年
＝
月
五
日
）

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

郡代諸役役料・諸入用

（元文3年7月17日）
表9

諸役・諸入用　　米高
下　　　郡　　　代 5◎石

下奉行4人飯米 22石4

嘉　瀬　郡　継　料 5石

人　馬　渡　2　人 7石2

俄　警　固　入　方 15石

弓次使番4人兼飯米 29石2

諸飯米並加勢米 66石

銀：遣　方　代　米 i3◎：四

坐　　　　　260石8

備考「御記録」（白石鍋島家編）より

　　作成。

一、

ﾜ
日
御
勝
手
方
綾
部
儀
左
衛
門
、
伊
東
利
兵
衛
δ
申
来
、

嬉
野
九
左
衛
門
罷
出
常
盤
、
左
之
通
書
付
を
以
相
達
有
之

候　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
但
、
佐
嘉
養
方
酉
九
月
δ
戌
二
月
造

、
米
百
拾
石

　
但
、
年
行
司
息
出
九
月
δ
戌
二
月
造

一
、
米
六
拾
石

糟
糠
通
、

之
通
、
郡
代
・
年
行
司
被
相
勤
候
、

六
部
以
上
付
而
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
前
殿
・
弥
平
左
衛
門
殿
御
申
来
臨
条
、

　
　
　
　
　
ま
　

相
達
候
、
以
上

　
　
　
な
　
　

上
総
殿

御
銘
々
御
家
来
江
可
被
相
器
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
事
出
米
返
上
方
多

　
　
　
　
為
御
合
力
餅
之
通
可
被
差
出
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
段
筋
々
可
被

ハ
　
キ
　
な
　
ん
　
り
　
め
　
　

　
主
税
殿

　
但
、
右
書
付

こ
れ
に
よ
れ
ば
郡
方
や
年
行
司
な
ど
の
藩
の
公
的
行
政
役
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
、
藩
の
勝
手
方
よ
り
諸
経
費
が
支
出
さ
れ
て
い
た
と

い
え
る
。
佐
賀
郡
方
の
場
合
米
一
一
〇
石
で
あ
る
が
、
享
保
一
四

年
よ
り
同
一
五
年
ま
で
は
、
白
石
鍋
島
家
は
半
年
勤
め
（
引
用
史

料
お
よ
び
前
掲
表
5
参
照
）
な
の
で
、
こ
れ
を
二
倍
す
れ
ば
一
年

分
約
二
二
〇
石
と
な
り
、
表
9
の
二
六
〇
石
余
に
や
や
近
似
し
た

数
値
と
な
る
。
し
か
し
、
四
〇
石
程
少
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
必

要
経
費
の
全
て
を
藩
が
賄
う
の
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
事
実
先
の
史
料
で
は
家
臣
か
ら
の
出
米
が
多
か
っ
た
の
で

「
御
合
力
」
と
し
て
藩
が
支
出
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
。
詳
細
は

い
ま
だ
検
討
を
要
す
る
が
、

も
実
状
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

藩
と
家
臣
の
折
半
と
い
う
の
が
ど
う

　
幻
　
郡
廻
り

　
（

　
前
項
で
は
、
郡
代
支
配
の
実
態
を
め
ぐ
り
郡
代
下
役
や
諸
経
費

の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
前
掲
表
6
よ
り
郡
代
職

掌
に
つ
い
て
二
点
の
指
摘
を
行
い
た
い
。
第
一
に
隣
国
大
名
、
長

崎
奉
行
な
ど
の
領
内
通
行
に
お
け
る
警
固
・
心
遣
で
あ
る
。
こ
れ

は
前
掲
表
4
の
郡
代
規
定
の
変
遷
で
、
対
公
儀
、
長
崎
関
係
の
諸

規
定
が
承
応
段
踏
よ
り
元
禄
段
階
に
か
け
て
整
備
・
拡
充
さ
れ
て

い
た
事
実
と
相
即
す
る
。

　
第
二
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
恒
例
神
事
・
仏
事
の
行
事
に
際

し
郡
代
下
役
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
川
上
妙
法

経
に
お
い
て
は
足
軽
＝
二
一
二
名
、
諸
祭
礼
祇
園
会
恒
例
能
興
行
の

時
に
は
同
一
八
七
名
の
多
人
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
第
二
の

点
は
郡
代
支
配
を
含
め
た
領
内
支
配
の
特
質
を
考
察
す
る
上
で
重

要
と
思
わ
れ
る
の
で
さ
ら
に
検
討
を
進
め
よ
う
。

　
享
保
一
七
年
、
娯
虫
に
よ
る
西
日
本
一
帯
に
お
よ
ん
だ
大
飢
謹

が
発
生
し
た
。
佐
賀
藩
領
内
で
は
人
口
三
七
万
人
の
う
ち
八
万

人
、
二
〇
％
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
門
享
保
十
七
年
御
蔵

入
御
物
成
目
安
」
に
よ
れ
ば
、
本
皮
蔵
入
地
の
除
米
率
は
八
一
％

強
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
藩
に
と
っ
て
こ
の
事
忌
へ
の
対
応
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

緊
急
か
つ
周
到
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
中
堅
の
翌
年
享
保
一
八
年
正
月
、
郡
廻
り
の
た
め
の
郡
割
を

行
う
が
、
そ
れ
を
示
し
た
も
の
が
表
1
0
で
あ
る
。
表
中
郡
廻
者
と

は
領
内
巡
回
担
当
者
で
あ
り
、
例
え
ば
佐
賀
郡
の
場
合
、
白
石
鍋

島
家
の
直
撃
、
三
根
・
養
父
・
神
埼
三
郡
の
場
合
、
村
田
家
の
政

盛
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
郡
廻
者
勤
役
と

は
、
享
保
一
八
年
正
月
段
階
に
お
け
る
郡
廻
者
の
勤
役
を
記
し
た

も
の
で
、
三
根
・
養
父
・
神
埼
三
郡
の
郡
廻
り
を
担
当
し
た
政
盛

は
実
際
に
は
佐
賀
郡
代
で
あ
り
、
小
城
・
藤
津
両
町
の
郡
廻
者
の

鍋
島
茂
憲
（
内
記
家
）
は
三
根
・
養
父
郡
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

27
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し
て
い
る
。
ま
た
御
付
廻
り
と
は
各
郡
の
郡
廻
者
に
対
し
て
補
助

役
（
こ
れ
が
実
務
者
で
あ
ろ
う
）
が
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
、
そ
の

御
付
廻
り
家
臣
の
所
属
を
最
後
に
つ
け
て
い
る
。

　
こ
の
表
鎗
よ
り
第
～
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
佐
賀
と
杵
島
の

両
郡
の
み
郡
廻
り
の
担
当
者
が
一
再
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
領
内
蔵
入
地
地
米
高
中
、
両
郡
の
比
率
が
高
く
（
表
1
2
）
、
し
か

も
被
害
が
佐
賀
平
野
の
中
心
で
あ
る
両
郡
で
甚
大
で
あ
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。
手
厚
い
郡
廻
り
が
期
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第

二
に
郡
廻
り
を
当
該
郡
代
が
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

郡
廻
者
か
ら
従
来
の
郡
代
で
あ
る
三
支
藩
主
・
親
類
同
格
層
が
除

か
れ
た
こ
と
は
、
郡
代
支
配
へ
の
監
視
と
い
う
側
面
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
第
三
に
郡
廻
り
五
名
の
う
ち
三
名
が
親
類
層
で
あ
り
、
親

類
層
四
家
の
う
ち
、
三
家
が
馳
廻
り
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
飢
饅
と
い
う
非
常
時
に
三
支
藩
・
親

類
同
格
層
は
知
行
地
経
営
が
第
一
義
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
御
親
類
同
格
中
6
郡
一
身
相
廻
候
者
、
郷

　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

内
百
姓
其
外
等
々
及
難
儀
飢
入
多
有
之
偏
、
あ
る
い
は
「
小
城
・
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

池
・
鹿
嶋
私
領
之
儀
、
御
自
分
6
御
介
抱
有
之
藩
候
偏
と
あ
る
よ

う
に
、
親
類
同
格
や
支
藩
三
家
の
場
合
に
は
、
各
々
の
知
行
地
百

姓
経
営
を
藩
は
命
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
藩
は
領
内
統

一
的
対
応
策
を
必
ず
し
も
施
し
得
ず
、
支
藩
三
家
や
親
類
同
格
の

知
行
地
は
知
行
主
の
責
任
と
し
、
い
わ
ば
分
権
体
制
を
容
認
す
る

結
果
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
四
に
．
第
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、

三
支
藩
主
・
・
親
類
同
格
が
自
ら
の
知
行
地
経
営
に
専
念
し
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

「
御
介
抱
之
儀
、
御
側
之
人
を
も
段
々
被
差
下
篇
と
、
「
御
側
」
す
な

わ
ち
藩
主
直
属
家
臣
団
で
あ
る
「
与
私
」
所
属
で
与
頭
ク
ラ
ス
の

家
臣
層
よ
り
補
助
役
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
来
は
軍
事

編
成
で
藩
主
直
轄
軍
事
力
を
構
成
す
る
「
県
主
」
は
、
い
く
つ
か

の
小
「
与
偏
か
ら
な
っ
て
お
り
、
小
「
与
」
統
率
者
が
与
頭
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
飢
謹
と
い
う
非
常
時
を
契
機
と
し
て
、
「
御
側
扁

勢
力
が
、
本
来
分
権
的
知
行
制
を
ベ
ー
ス
に
成
立
し
独
自
性
が
強

か
っ
た
郡
代
支
配
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
以
上
が
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享
保
飢
謹
に
際
し
て
行
わ
れ

　
た
郡
廻
り
の
郡
割
を
め
ぐ
り

　
表
1
0
よ
り
指
摘
で
き
る
こ
と

　
で
あ
る
。

　
　
郡
廻
り
に
つ
い
て
さ
ら
に

　
表
1
1
に
よ
っ
て
み
て
み
た
い
。

　
同
表
は
諸
郡
郡
廻
り
の
う
ち
、

　
白
石
鍋
島
家
の
直
愈
が
担
当

　
し
た
佐
賀
郡
廻
り
（
表
1
0
参

　
照
）
の
郷
割
に
つ
い
て
表
化

械
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
表
に

り
よ
れ
ば
四
地
域
に
郷
割
が
な

よ編
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
し
た

家
い
こ
と
は
、
こ
の
四
地
域
で

島鍋
の
勤
所
が
、
川
上
実
相
院
、
金

石　
光
院
（
川
副
上
郷
角
町
村
）
、

伯　
本
庄
宮
、
四
面
宮
（
嘉
瀬
郷
）

鋤　
と
い
う
よ
う
に
寺
社
に
置
か

記聯
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

考
の
点
を
表
6
で
検
討
し
た
郡

備　
代
職
掌
の
一
つ
で
あ
っ
た
恒

例
神
事
・
仏
事
行
事
へ
の
関
与
と
の
つ
な
が
り
で
検
討
し
た
場
合

い
か
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
郡
代
支
配
で
は
、
寺
社
の

祭
礼
・
仏
事
の
際
に
は
表
6
の
足
軽
層
（
郡
代
の
家
臣
）
を
多
数

送
り
込
み
警
固
を
勤
め
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
史
料
を
示
そ
う
。

　
（
享
保
一
一
年
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
就
御
尋
書
付
差
出
候
拓

　
　
三
根
郡
西
嶋
郷
宗
廟
八
幡
宮
祭
禮
、
従
　
上
被
仰
付
置
候
覚

　
　
祭
礼
十
月
十
五
日

　
　
毎
歳
、
古
方
米
二
而
被
差
出
候

　
　
一
、
御
祭
米
　
　
　
　
　
弐
石

　
　
　
　
　
　
承
応
三
年
二
等
社
料
愚
書
斗
八
升
五
合
也

％



一
、
御
名
代

一、

S
代
警
固

　
但
七
寸
廻

、
注
連
所

　
　
巳
上

享
保
拾
一
年
午
ノ

　
　
　
　
卯
月
朔
日

　
　
　
ハ
ゐ
　

　
実
相
勘

当
代
官

八
人

六
本

遠
軽
主
　
寺
井

　
　
　
神
通
院
○
（
印
）

神
社
の
祭
礼
に
郡
代
警
固
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
後
掲
表
1
2
よ
り
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
史
料
に
示
さ
れ
る

三
根
郡
は
神
埼
郡
と
並
ん
で
相
隣
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
所
領
構
造
の
場
合
、
そ
の
支
配
形
態
も
複
雑
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
い
わ
ば
相
盛
支
配
を
超
越
し
て
寺
社
で
の
祭
事
・
仏
事
は

地
域
的
編
成
の
場
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
郡
代
下
役

と
し
て
足
軽
層
を
寺
社
の
宗
教
行
事
に
多
数
送
り
込
ん
だ
郡
代
支

配
（
表
6
参
照
）
は
、
管
轄
地
域
に
対
す
る
統
一
的
支
配
強
化
の

重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
意
味
で
表

11

ﾉ
み
ら
れ
る
寺
社
を
拠
点
と
し
た
領
内
支
配
の
あ
り
方
は
注
目

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
代
官
・
郡
代
支
配
の
管
轄
地
・
職
掌
の
編
年
分
析
を
う

け
、
と
く
に
郡
代
支
配
の
実
態
を
め
ぐ
り
、
郡
代
に
就
い
た
家
臣

側
の
記
録
（
こ
こ
で
は
白
石
鍋
島
家
）
に
拠
り
な
が
ら
若
干
の
検

討
を
加
え
て
き
た
。
次
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
三
宮
・
郡

代
支
配
を
中
心
に
藩
の
領
域
編
成
な
い
し
地
域
的
特
質
と
関
連
づ

け
な
が
ら
、
領
内
支
配
機
構
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
　
藩
領
の
地
域
的
聴
質
と
一
一
機
構

　
D
　
藩
領
の
地
域
性

　
（

　
こ
こ
で
い
う
地
域
性
と
は
支
配
シ
ス
テ
ム
な
い
し
所
領
形
態
に

規
定
さ
れ
た
地
域
的
特
質
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
具
体
的
に
想
定

し
て
い
る
の
は
知
行
地
と
蔵
入
地
の
存
在
形
態
に
よ
る
藩
領
の
地

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

域
的
特
性
で
あ
る
。
佐
賀
藩
の
場
合
の
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め

に
、
表
1
2
～
1
4
を
掲
げ
た
。
ま
ず
表
1
2
は
貞
享
段
階
の
蔵
入
地
地

米
高
と
知
行
地
地
米
高
を
郡
単
位
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
表

中
錦
×
§
と
は
、
各
説
に
お
け
る
蔵
入
地
・
知
行
地
を
合
算

し
た
全
地
米
高
に
お
け
る
蔵
入
地
地
米
高
の
比
率
を
百
分
率
で
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
鋼
×
§
と
は
佐
賀
藩
領
内
全
蔵
入

地
地
米
高
に
お
い
て
各
郡
に
お
け
る
蔵
入
地
地
米
高
が
占
め
る
比

率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
よ
り
、
佐
賀
郡
に
お
け
る
蔵

入
地
地
米
高
の
比
率
が
、
佐
賀
郡
内
の
全
地
米
高
に
占
め
る
比
率

に
お
い
て
も
（
嚇
×
§
）
、
ま
た
領
内
全
蔵
入
地
背
高
（
露

×
一
〇
〇
）
に
お
い
て
も
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま

り
佐
賀
郡
は
他
の
諸
郡
に
比
較
す
る
と
、
蔵
入
地
が
広
範
に
設
定

さ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
、
藩
権
力
は
領
内
で
生
産
力

　
　
　
が
　

が
高
く
城
下
周
辺
の
佐
賀
平
野
に
蔵
入
地
の
中
心
を
設
定
し
て

い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
表
！
3
は
一
九
世
紀
前
半
の
作
成
と
思
わ
れ
る
佐
賀
藩
領
内
の
知

行
地
の
存
在
を
詳
細
に
示
し
た
「
大
小
配
分
石
高
帳
」
と
い
う
史

料
を
表
化
し
、
一
村
に
お
け
る
知
行
地
門
別
に
整
数
を
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
曇
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
藩
東
部
に
位
置
す
る
三
根

郡
お
よ
び
神
埼
郡
で
相
給
湿
が
進
ん
だ
村
が
多
い
こ
と
が
明
白
で

あ
る
。
三
根
郡
で
は
二
二
給
、
神
埼
郡
で
は
三
〇
給
の
村
さ
え
存

在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
諸
郡
は
比
較
的
相
給
化
が
進
ん
で

い
な
い
。
佐
賀
郡
の
場
合
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
広
範
な
蔵
入

地
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て

小
城
・
杵
島
・
藤
津
・
高
木
・
彼
杵
の
諸
郡
は
佐
賀
藩
領
内
西
部

に
位
置
し
て
い
る
が
、
三
支
藩
や
旧
竜
造
寺
系
の
親
類
同
格
（
多

久
・
武
雄
・
諌
早
・
須
古
）
の
大
配
分
知
行
地
が
比
較
的
一
円
的

に
存
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
相
給
湿
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ

た
。　

次
に
同
じ
く
「
大
小
配
分
石
高
帳
」
か
ら
作
成
し
た
表
1
4
を
み

て
み
よ
う
。
こ
れ
は
物
成
二
〇
〇
石
未
満
の
給
人
（
本
稿
で
は
小

給
人
と
呼
ぼ
う
）
階
層
の
郡
別
知
行
地
集
中
度
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
養
父
・
三
根
・
神
埼
の
三
郡
に
お
け
る

小
給
人
の
知
行
地
集
申
度
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対
し
て
小
城
・
杵
島
・
藤
津
・
松
浦
・
彼
杵
・
高
木
の
諸
郡
で

は
、
非
常
に
少
な
い
か
皆
無
で
あ
る
。

　
佐
賀
藩
東
部
の
前
三
郡
は
表
1
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
給
化

が
著
し
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
東
部
三

郡
は
小
給
人
の
知
行
地
が
高
給
形
態
を
な
し
て
集
中
し
て
い
る
と

こ
ろ
の
複
雑
な
所
領
構
造
を
呈
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
他
方
藩

領
西
部
の
小
城
・
杵
島
な
ど
六
郡
は
大
身
家
臣
の
知
行
地
が
一
円

表12近世中期の蔵入地地米高と知行地地米高

郡　　名
④蔵入地・
m行地地米高 卿地無一瓢諏

・　　　　　】

知行地地米高

養父・三根郡 　石Q4602，012
830◎罫676i　　　33。7　　1　　　　6．8 1630f336

神　　埼　　郡 39婆68．88◎

　　十　　　　1！0！93。709i　　25。8　　1　　　　8。4　　i　　　　　　　　l

29275，171

佐　賀　郡 74343，398 6喚88乳467…8乳2 S539 9455，931

小　城　郡 4◎49◎，43◎ i
i｝｝ 4◎490，43G

杵　島　郡 27905，729 9．9…23コ　…
門

松　浦　郡 660婆5．713 5529，◎22 L9
4．5］　32610．962　…

彼　杵　郡
…

藤　津　郡 2◎238，211 453，◎56 2．2 0．3 ！9785，155

高　木　　郡 14499，873 3113．4．56 21．4 2．5 11386，4！7

合　　計 279688，518 ◎12◎380」12 43．0 10G．0 159308．4．07

備考　『佐賀藩の総合研究』645頁より。なお貞享年中「御蔵入物成附」・「御蔵

　　　配分郡寄」より作成されたもの。

即



藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

表13知行地品別村数（郡別）

　　郡名扁一地

養父郡 三根郡 神埼郡 佐賀郡 小城郡 杵島郡 松浦郡 藤津郡 高木郡 彼杵郡 計 比率

1給 6村 24村 95村 66村 137村 86村 13村 82村 49村 16村 574村 74．7％

2 5 13 25 6 6 10 王 1 67 8．7

3 1 6 14 2 2 25 3．2

4 4 6】 1 1 12 1．6

5 2 3 8 2 1 16 2．1

6 2 lli 3 16 2．1

7 1 ・1 10 1．3

8 3 6 1 10 1．3

9 5 5 1 11 L4
！0 2 3 5 0．6

11 1 1 0．1

12 4 4 ◎．5

13 3 2 5 ◎．6

14 1 1 0．1

15 1 1 0．1

16 1 2 3 ◎．4

17

18 1 1 0．1

19 1 1 2 0．3

20 1 1 0．1

21

22 1 1 2 0．3

23

24 1 1 0．1

25

26 1 1 1 0．1

27 1
】

1 0．1

28 1 1 0．1

29

30
1　】

1
1 0．1

15 　　…U8 　　iQ01 76 144 105 14 83 49 王7 772村

的
に
存
在
し
、
そ
の
結
果
相
帰
化
が
進
ま
な
い
と
こ
ろ
の
所
領
構

造
か
ら
い
え
ば
比
較
的
単
純
な
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
む

し
ろ
大
配
分
知
行
地
が
割
拠
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
り
佐
賀
藩
領
が
支
配
シ
ス
テ
ム
の
面
か
ら
地

域
的
に
不
均
質
で
あ
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
明
確
な
地
域
性
の

存
在
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
佐
賀
郡
は
蔵
入
地
の
集
中
度
が

他
の
諸
郡
に
比
し
て
圧
倒
的
に
高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
佐
賀
藩
東

部
地
域
（
東
目
）
の
諸
郡
は
小
給
人
知
行
地
が
集
中
し
、
し
か
も

そ
れ
ら
の
知
行
地
は
複
雑
な
相
給
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
一
方
、

佐
賀
藩
西
部
地
域
（
西
目
）
で
は
大
身
家
臣
の
知
行
地
が
一
円
的

備考　「大小配分石高帳」より作成。

に
存
在
し
、
い
わ
ば
割
拠
体
制
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
藩
領
が
フ
ラ
ッ
ト
で
は
な
く
所
領
構
造
に
基
づ
く
地
域
性

が
存
在
す
る
こ
と
は
、
支
配
機
構
も
一
律
的
に
整
備
・
強
化
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
性
に
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
津
番
の
設
定
や
代
官
制
度
を
通
じ
て
検
討
し
て

お
こ
う
。

　
佐
賀
藩
領
内
で
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
一
環
と
し
て
最
初
に
津
番

が
設
置
さ
れ
た
時
期
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
次
の
史
料
よ
り

寛
永
後
期
、
い
わ
ゆ
る
「
島
原
の
乱
」
以
後
に
は
設
置
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
。

表14小給人（物成200石未満）の郡別知行地集中度
　　　　地米高郡名

③全知行地地米高 ⑤小給人の知行地地米高 a×100

養　父　郡 2167．5765石 837．7015石 38．6％

三　根　郡 13845．4835 5080．0564 36．7

神　埼　郡 31755．8172 1224，3，542 38．6

佐　賀　郡 17861，843 1210，566 6．8

小　城　郡 31980．3364 379，627 1．9

杵　島　郡 21275．8626 1156．66 5．4

藤　津　郡 21540，391 200．25 0．9

松　浦　郡 2201，101 0 0

彼　杵　郡 1988，669 0 0

高　木　郡 108U．344 0 0

計 155428．4242石 21108．4032石 13．6％

備考　吠小配分石高帳」によって作成された前掲『佐賀藩の
　　　総合研究』648～649ページの表より作成。

　
（
寛
永
二
一
年
四
月
一
四
日
）

　
　
一
、
牛
津
川
よ
り
東
之
浦
々
小
津
迄
、
井
道
筋
弥
番
を
付
置
、

　
　
　
伴
天
連
・
い
る
ま
ん
・
き
り
し
た
ん
宗
之
者
参
候
者
、
則

　
　
　
か
ら
め
取
、
可
申
候
、
此
段
今
度
も
被
仰
付
候
條
、
其
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
　
請
犀
潟
候
て
、
念
を
入
、
昼
夜
、
不
可
有
油
断
候
事

こ
の
史
料
で
重
要
な
こ
と
は
、
諸
浦
、
小
津
並
び
に
道
筋
に
番
を

設
置
す
る
地
域
が
「
牛
津
川
よ
り
東
」
と
い
わ
ゆ
る
佐
賀
郡
な
ど

を
含
め
た
「
東
目
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
「
西

目
」
に
お
け
る
津
番
の
設
置
時
期
は
い
つ
頃
か
。
表
1
5
は
そ
の
時

期
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
管
見
の
限
り
で
は
、
慶
安

詔



五
年
七
月
二
一
日
付
の
領
内
キ
リ
シ
タ
ン
究
の
た
め
の
津
番
設
置

に
関
す
る
請
書
が
＝
通
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
表
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
津
番
所
が
設
置
さ
れ
た
地
域
に
注
目
す
る
と
、
佐

賀
・
小
城
・
杵
島
・
高
木
・
松
浦
の
諸
経
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
西

目
」
の
諸
郡
に
重
な
る
。
寛
永
後
期
の
「
島
原
の
乱
」
直
後
に
は

「
辛
目
」
に
お
い
て
、
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
一
環
と
し
て

の
津
南
を
は
じ
め
と
す
る
諸
番
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
「
西

目
」
で
は
遅
れ
て
慶
安
段
階
に
い
た
っ
て
お
り
、
そ
の
設
置
時
期

の
相
違
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
堅
調
設
置
時
期
の
「
東
目
し
と
「
西
霞
」
の
違
い

は
、
蔵
入
地
や
小
警
鐘
の
知
行
地
（
小
配
分
地
）
が
存
す
る
「
東

囲
」
に
お
い
て
、
支
配
機
構
の
整
備
1
1
藩
権
力
の
浸
透
が
早
く
、

大
身
家
臣
の
知
行
地
（
大
慌
分
地
）
が
割
拠
す
る
「
西
鍔
」
で
は
、

統
一
的
支
配
機
構
の
整
備
が
一
律
的
に
は
行
え
な
か
っ
た
状
況
を

反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
津
番
設
置
時
期
に
象
徴
さ

表16領内キリシタン究勤番（慶安5年7月21日）

郡　名 番　　　所 番　担　当　者

佐　賀 今　津　番 野　函　八兵衛尉

小　城 柳鶴津番 平方忠右衛門尉
杵　島 龍王副番 執行忠左衛門尉

藤　津

藤津（浜）津番

|崎津番
｡蔵津番

酒　見　甚　兵　衛

蝠?源左衛門尉
ｻ譲左衛門尉

高　木 神代津番 前田権兵衛尉

松　浦

有喜（湯木）津番

寀v津番仙代）

ﾉ万里津（番）

古　河　左　馬　丞

l野七郎左衛門尉
@未　　　　詳

未　詳 田結回番 横尾平右衛門尉

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

備考　「有田家文書」（『佐賀県史料集成』14所収）74号野田八
　　　兵衛請書から84号伊万里津番某請書の11通により作成。

れ
る
「
東
面
」
と
「
西
足
し
と
い
う
地
域
性
は
、
代
官
に
よ
る
損

毛
時
の
検
者
派
遣
制
度
に
も
影
響
し
て
い
る
。
次
に
史
料
を
掲
げ

よ
う
。

　
　
鳥
ノ
子
御
鰻
二
書
付
候
條

　
　
　
、
質
業
入
物
成
之
儀
、
其
年
之
有
米
二
代
官
並
百
姓
請
な

　
　
　
ひ
候
上
者
、
無
相
違
様
二
可
申
付
候
、
若
損
亡
之
年
者
、

　
　
　
代
逆
光
次
第
佐
賀
郡
二
大
検
者
両
人
、
三
根
・
養
父
・
神

　
　
　
ハ
お
　

　
　
　
崎
郡
へ
壱
入
、
諌
早
・
七
浦
へ
壱
人
、
如
定
置
候
、
時
刻

　
　
　
を
懸
盤
、
請
取
～
＼
之
在
所
へ
罷
越
、
有
躰
之
成
定
仕

　
　
　
候
様
二
可
申
付
候
、
牛
津
川
よ
り
西
者
、
山
本
甚
右
衛
門

　
　
　
尉
成
定
候
様
二
申
付
繕
事

　
　
　
　
付
、
小
給
人
之
検
者
二
者
、
定
之
主
従
之
分
、
蔵
入
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
り
飯
米
可
相
渡
事

こ
れ
は
寛
永
後
半
の
史
料
と
思
わ
れ
る
が
、
蔵
入
地
の
二
毛
時
の

代
官
所
上
申
に
よ
る
大
検
者
派
遣
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
佐
賀

郡
や
三
根
・
養
父
・
神
埼
の
三
郡
の
い
わ
ゆ
る
「
三
目
」
お
よ
び

諌
早
・
七
浦
へ
は
代
官
見
立
に
よ
り
大
検
者
が
派
遣
さ
れ
た
が
、

牛
津
川
よ
り
以
西
の
「
西
目
」
は
山
本
甚
右
衛
…
門
の
一
括
担
当
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

さ
れ
て
い
る
。
山
本
は
代
官
の
管
轄
者
で
あ
る
が
、
そ
の
代
官
と

は
「
西
目
」
の
蔵
入
地
担
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蔵
入
地

が
広
範
に
存
在
す
る
「
東
目
」
と
大
身
家
臣
の
知
行
地
の
間
に
モ

ザ
イ
ク
状
に
分
散
的
に
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ
た
「
西
目
」
と
の
、

蔵
入
地
の
存
在
形
態
の
差
異
（
表
！
2
参
照
）
が
、
代
宮
に
よ
る
大

検
者
派
遣
の
相
違
と
な
っ
て
現
象
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
佐
賀
郡
は
蔵
入
地
の
集
中
度
が
高
か
っ
た
が
、
そ
れ

は
佐
賀
郡
に
お
け
る
代
官
制
度
を
特
異
な
も
の
と
し
て
い
た
。
前

掲
表
1
は
承
応
・
元
禄
・
宝
永
・
弘
化
の
各
時
期
に
お
け
る
一
代

官
爵
の
管
轄
地
変
遷
に
つ
い
て
表
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

表
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
郡
の
代
官
管
轄
地
の
組
み
合
わ
せ
が
流
動
的

で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
諸
郡
は
安
定
し
て
い
た
と
い
え
た
。
そ

れ
は
藩
の
権
力
基
盤
た
る
蔵
入
地
が
集
中
す
る
佐
賀
郡
の
地
域
性

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
蔵
入
地
支
配
の
中
核
た
る
代
官
の
恣

意
性
を
、
管
轄
地
の
頻
繁
な
入
り
組
政
策
に
よ
り
排
除
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
藩
領
の
地
域
性
を
所
領
形
態
の
観
点
か
ら
捉
え
、
小
給

人
の
小
配
分
知
行
地
の
薄
給
化
が
著
し
い
佐
賀
藩
東
部
の
「
東

目
」
、
大
身
家
臣
の
大
配
分
知
行
地
が
割
拠
し
て
い
た
佐
賀
藩
西

部
の
「
西
目
」
、
お
よ
び
城
下
が
あ
り
蔵
入
地
が
集
中
設
定
さ
れ

て
い
た
佐
賀
郡
と
い
う
よ
う
に
想
定
し
、
そ
の
地
域
性
に
規
定
さ

れ
て
整
備
・
強
化
さ
れ
る
領
内
支
配
機
構
に
つ
い
て
、
津
番
設
置

と
代
官
制
度
を
通
じ
て
検
討
し
て
き
た
。
で
は
次
に
蔵
入
地
と
知

行
地
の
一
括
支
配
を
展
開
し
た
郡
代
制
を
通
じ
て
、
地
域
性
と
支

配
機
構
の
特
質
を
め
ぐ
り
さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
。

　
鋤
　
統
一
的
支
配
の
契
機
と
地
域
性

　
（

　
郡
代
に
関
す
る
最
初
の
規
定
は
、
元
和
七
年
一
〇
月
の
門
郡
代

へ
」
と
い
う
法
令
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
郡
代
の
職
掌
は
蔵
入

地
支
配
と
知
行
地
支
配
を
包
括
し
た
広
範
囲
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
代
官
所
預
」
制
度
で
は
「
代
官
所
預
」
者
管
轄
で
あ
っ

た
代
官
層
が
従
来
有
し
て
い
た
物
成
徴
収
権
の
ほ
か
に
権
限
を
拡

大
し
、
や
が
て
は
蔵
方
頭
人
管
轄
下
に
お
い
て
蔵
入
地
支
配
に
臨

む
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
寛
永
期
中
頃
よ
り
、
郡
代
と
代

官
の
職
掌
・
権
限
の
競
合
化
が
み
ら
れ
、
郡
代
と
代
官
の
職
掌
分

化
に
関
す
る
法
令
が
寛
永
二
〇
年
二
月
、
次
い
で
六
月
に
出
さ
れ

　
　た

。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
の
な
か
で
代
宮
職
掌
の
う
ち
蔵
入

地
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
域
支
配
の
な
か
で
は
実
現
困
難
な
河
川

等
の
領
内
普
請
、
領
民
移
動
の
監
視
な
ど
が
削
減
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
代
官
支
配
は
職
掌
範
囲
か
ら
す
れ
ば
限
定
さ
れ
た

が
、
か
え
っ
て
蔵
入
地
に
対
し
て
は
物
成
徴
収
を
軸
に
強
化
さ
れ

た
。
一
方
、
代
官
職
掌
か
ら
削
減
さ
れ
た
も
の
は
郡
代
支
配
の
一

部
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蔵
入
地
も
包
括
し
た
と
こ
ろ
の
広
域

地
域
を
対
象
と
し
た
郡
代
職
掌
の
整
備
・
拡
充
が
な
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
で
は
郡
単
位
で

は
あ
る
も
の
の
郡
代
に
よ
る
統
一
的
領
内
支
配
が
可
能
と
な
る
諸
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藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

条
件
を
め
ぐ
り
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
の
条
件
は
郡
代
に
よ
る
長
崎
街
道
沿
線
の
重
要
な
宿
・
津

支
配
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
崎
へ
通
じ
る
こ
の
街
道
通
過
の
「
公
儀
」

宿
送
り
を
背
景
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
島
原
の
乱
」
後

の
い
わ
ゆ
る
鎖
国
制
の
完
成
期
に
あ
た
る
寛
永
一
六
年
九
月
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
年
七
月
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
の
み
に
通
商

を
許
可
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
平
戸
、
中
国
船
は
長
崎
に
限
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

の
貿
易
が
行
わ
れ
る
が
、
か
か
る
状
況
の
な
か
で
「
公
儀
」
宿
送

り
が
量
的
に
拡
大
す
る
事
態
が
契
機
と
な
り
、
郡
代
に
よ
る
宿
・

津
支
配
が
実
現
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
宿
・
津
は

蔵
入
地
お
よ
び
大
身
家
臣
の
知
行
地
内
に
位
置
す
る
と
と
も
に
交

通
・
流
通
の
結
節
点
と
し
て
、
領
内
支
配
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　
第
二
の
条
件
は
、
郡
代
に
よ
る
寺
社
の
祭
礼
・
仏
事
警
固
で
あ

る
。
佐
賀
藩
領
内
に
お
い
て
特
に
東
部
地
域
縫
「
東
霞
扁
は
物
成

二
〇
〇
石
以
下
の
小
給
人
の
知
行
地
が
相
給
化
す
る
と
い
う
複
雑

な
所
領
構
造
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
在
地
の
錯
綜
状
況
の

な
か
で
、
寺
社
の
宗
教
行
事
は
地
縁
的
結
合
の
重
要
な
場
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
諸
行
事
に
際
し
、
前
掲
表
6
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
郡
代
下
役
と
し
て
郡
代
の
家
臣
（
藩
主
か
ら
は
陪

臣
）
で
あ
る
足
軽
層
が
多
数
派
遣
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
相
給
化

が
進
行
し
複
雑
な
錯
綜
形
態
を
と
る
地
域
に
対
す
る
統
一
的
支
配

の
契
機
が
、
郡
代
に
よ
る
寺
社
の
祭
礼
・
仏
事
行
事
の
警
固
に

あ
っ
た
と
い
え
、
領
民
に
対
す
る
示
威
的
効
果
が
，
支
配
権
強
化

の
実
効
性
を
生
ん
だ
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
第
三
の
条
件
は
郡
代
が
そ
の
成
立
期
よ
り
掌
握
し
て
た
水
利
管

理
権
で
あ
る
。
藩
政
初
期
よ
り
「
蔵
入
所
諸
方
水
土
井
・
塩
土
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

之
儀
、
郡
代
共
へ
堅
被
申
付
扁
と
さ
れ
て
い
た
権
限
は
、
郡
代
支

配
に
関
す
る
最
初
の
規
定
で
あ
っ
た
元
和
七
年
の
法
令
に
お
い

て
、
水
土
井
・
塩
土
井
の
普
請
権
と
し
て
い
わ
ば
法
制
的
に
認
め

ら
れ
た
。
か
か
る
水
利
管
理
権
は
前
掲
表
4
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
領
内
普
請
権
と
し
て
藩
政
中
期
に
か
け
て
郡
代
の
職
掌
・
権

限
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
複
雑
な
所
領
構
造

の
地
域
に
お
い
て
も
、
統
一
的
な
支
配
権
を
浸
透
さ
せ
る
重
要
な

条
件
と
な
っ
た
と
い
え
よ
・
7
。
い
う
ま
で
も
な
く
近
世
社
会
は
農

業
社
会
と
し
て
の
側
面
を
大
き
な
特
色
と
し
て
お
り
、
灌
概
は
不

可
欠
な
生
活
基
盤
で
あ
っ
た
。
こ
の
郡
代
職
掌
と
さ
れ
る
水
利
管

理
権
と
領
内
支
配
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
に
長
文
と
な
る
が
い
く

つ
か
の
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

史
料
1

（
享
保
＝
一
年
七
月
五
鷺
）

　
一
、
五
日
会
所
6
御
用
之
由
申
来
、
末
次
幸
右
衛
門
罷
出
候

　
　
処
、
左
之
通
相
等
有
之
候

　
　
　
　
ら
　
ゐ
　
　
　
ぶ
　
　
　
が
　
ガ
　
ぬ
　
　

　
　
神
埼
里
目
箱
絹
村
私
領
百
姓
共
δ
遂
訴
状
候
者
、
右
村
之

　
　
儀
石
動
川
筋
辛
上
村
之
前
二
大
井
手
を
揚
、
御
定
之
通
水

　
　
を
取
耕
作
仕
来
候
、
然
と
も
相
続
畢
越
之
節
者
，
先
年
も

　
　
見
分
之
上
三
睡
三
夜
水
下
シ
被
志
免
候
、
早
晩
大
畢
之
節

　
　
ハ
如
願
被
土
付
候
処
、
当
年
薄
儀
も
御
見
分
之
上
、
坂
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
な
　

　
　
一
ノ
井
手
δ
水
取
欝
欝
欝
欝
付
度
量
四
丁
候
由
、
上
総
殿

　
　
御
家
来
立
石
惣
左
衛
門
5
被
申
達
候
儀
候
、
下
騒
附
鬼
簿

　
　
弥
平
太
見
分
愚
意
、
瀬
踏
δ
畢
越
之
節
勘
定
水
外
二
水
取

　
　
着
工
、
其
謹
書
無
謬
請
役
所
頻
等
こ
も
不
相
見
候
、
然
ハ

　
　
当
年
と
し
て
水
取
可
被
綿
免
様
無
主
候
、
乍
然
打
続
候
皐

　
　
轟
轟
而
、
神
埼
上
東
筆
石
勤
川
筋
御
蔵
入
並
配
分
給
之
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
サ

　
　
識
見
市
之
処
水
難
儀
之
様
子
付
、
去
ル
六
月
十
三
疑
晩
気

　
　
5
十
五
臼
朝
萌
ケ
六
ッ
造
松
隈
井
手
此
三
所
を
明
、
水
取

　
　
相
懸
先
端
、
尤
村
上
点
者
ト
モ
へ
も
申
聞
、
納
得
之
上
右

　
　
之
逓
今
度
一
順
ハ
稲
済
候
、
尤
向
後
右
之
格
二
不
相
成

　
　
様
、
上
村
百
姓
共
6
今
筋
申
達
候
条
、
右
労
之
趣
、
双
方

　
　
百
姓
共
へ
可
惜
相
達
候
．
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
　
　
　
未
七
月
五
鶏

史
料
2

（
元
文
三
年
五
月
二
日
）

　
　
今
度
三
根
郡
一
ノ
瀬
井
手
懸
り
中
原
水
道
筋
を
蓑
原
・
姫

　
　
方
言
村
δ
跡
方
之
絡
之
由
二
而
七
カ
所
二
井
手
を
先
頃
相

　
　
調
糞
垂
を
中
原
村
之
者
共
、
無
届
取
除
申
翁
付
而
、
蓑
原
・

　
　
姫
方
村
δ
作
水
反
的
差
支
旧
格
相
違
便
宜
翠
雲
出
候
、
右

　
　
　
　
　
　
お
　
　

　
　
之
話
題
当
役
御
聞
駕
御
吟
味
之
処
、
右
場
所
見
分
在
之
水

　
　
鋤
焼
儀
早
速
相
馬
候
様
被
髪
付
候
、
併
役
之
見
分
之
上
水

　
　
分
之
相
客
候
遁
謝
儀
、
双
方
無
手
懸
候
て
召
置
候
而
ハ
反

　
　
的
作
方
二
差
支
二
付
而
、
書
芸
去
夏
引
水
仕
候
通
二
、
郡

　
　
目
附
・
郡
代
・
奉
行
立
会
可
相
調
由
候
、
追
而
見
分
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
水
分
ケ
之
相
極
儀
候
、
然
者
配
分
地
方
存
候
御
方
早
速
於

　
　
彼
地
郡
目
附
・
郡
代
江
御
鉤
合
双
方
之
百
姓
共
、
寛
論
無

　
　
跡
方
之
行
先
以
致
引
水
蝋
様
被
仰
付
業
主
、
此
段
筋
々
へ

　
　
書
意
相
達
旨
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
五
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
所

史
料
3

（
享
保
一
六
年
七
月
＝
一
霞
）

　
　
神
埼
郡
瀬
之
尾
ヶ
里
配
分
田
作
用
水
受
認
、
三
俣
井
手
水

　
　
を
上
石
動
村
下
石
動
村
・
5
段
々
引
下
耕
作
仕
来
候
へ
と

　
　
も
、
近
年
畢
麩
之
節
瀬
之
尾
ヶ
里
田
地
二
水
一
滴
も
下
り

　
　
軍
馬
令
旱
越
、
至
極
難
儀
申
候
段
、
領
主
中
δ
被
訴
之
、

　
　
御
霞
附
江
副
九
太
夫
並
郡
目
附
前
出
杢
左
衛
門
下
目
付
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
な
ぬ
　

　
　
人
被
差
越
、
見
分
之
趣
豊
前
殿
主
外
庭
油
墨
愈
議
候
上
、

　
　
葉
替
井
手
水
ハ
、
日
二
五
時
驚
悸
之
尾
ヶ
里
田
地
二
引
入

　
　
候
様
請
手
付
、
右
五
時
水
流
之
問
、
上
石
動
6
下
石
動
川

　
　
陣
所
之
井
手
を
明
、
脇
々
垂
水
動
口
を
留
、
脇
二
減
不
申
、

　
　
瀬
之
尾
ヶ
里
江
尖
二
水
引
込
候
様
向
後
可
申
付
由
、
尤
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　

　
　
俣
井
手
懸
り
毒
水
薫
蒸
尊
者
、
水
笠
寡
リ
茂
可
有
之
候

　
　
問
、
右
五
時
之
間
、
背
振
川
筋
、
永
山
川
筋
両
所
之
井
手

　
　
を
迦
、
干
締
鯖
手
水
相
増
候
様
可
仕
旨
候
、
此
段
背
振
川

紹



　
　
　
筋
永
山
灘
筋
δ
下
瀬
之
尾
ヶ
心
遣
島
地
頭
筋
惣
百
姓
共
へ

　
　
　
も
懇
鼠
舞
申
達
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
　
亥
七
月
十
二
日

　
必
ず
し
も
一
つ
事
柄
の
記
事
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
佐
賀
藩

「
宇
目
」
、
具
体
的
に
は
三
根
・
神
埼
郡
の
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
水
利

問
題
に
関
わ
る
そ
の
意
味
で
一
連
の
史
料
群
と
み
る
こ
と
は
許
さ

れ
よ
う
。
史
料
1
に
よ
れ
ば
神
埼
郡
を
流
れ
る
石
動
川
筋
の
「
水

取
」
を
め
ぐ
り
同
郡
書
目
箱
川
村
の
白
石
鍋
島
家
知
行
地
百
姓
よ

り
「
訴
状
」
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
請
役
所
が
責
任
部
局

と
な
っ
て
、
「
石
動
川
筋
御
蔵
入
並
配
分
給
之
田
境
見
分
」
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
藩
権
力
が
蔵
入
地
お
よ
び
知
行
地
（
配
分
地
）

の
水
利
管
理
を
通
じ
た
支
配
権
を
行
使
し
得
た
こ
と
が
具
体
的
に

窺
え
る
。
史
料
2
は
三
根
郡
の
中
原
水
道
筋
の
井
手
設
置
を
め
ぐ

る
蓑
原
・
姫
方
両
替
と
中
原
村
の
対
立
問
題
が
、
「
御
当
役
御
聞

望
事
吟
味
」
と
藩
政
の
事
実
上
の
責
任
者
で
あ
る
当
役
（
請
役
）
、

す
な
わ
ち
請
役
所
が
処
理
す
べ
き
問
題
と
さ
れ
て
お
り
史
料
1
で

指
摘
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
水
利
管
理
権
の
具
体
的

行
使
者
が
郡
目
附
や
郡
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
料
3

は
神
埼
郡
の
干
俣
井
手
を
め
ぐ
り
、
瀬
之
尾
ヶ
里
に
知
行
地
（
「
配

分
」
）
を
も
つ
給
入
玉
（
「
領
主
」
）
よ
り
訴
え
ら
れ
た
件
を
め
ぐ

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
決
定
事
項
が
「
背
振
川
筋
永
山
川

筋
δ
下
瀬
之
尾
ヶ
里
言
之
地
頭
筋
惣
百
姓
共
へ
も
懇
可
被
申
達
扁

と
あ
る
よ
う
に
、
同
一
水
利
系
に
あ
る
知
行
地
を
有
す
る
給
人
層

（「

n
頭
」
）
お
よ
び
「
惣
百
姓
」
へ
の
周
知
・
徹
底
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
水
利
関
係
記
事
が
白
石
鍋
島
家
の
「
御
記
録
」
に

記
さ
れ
る
の
は
、
史
料
1
に
あ
る
よ
う
に
自
ら
の
知
行
地
に
関
わ

る
か
ら
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
む
し
ろ
先
述
し
た
よ
う
に
水
利
管

理
権
を
事
実
上
行
使
す
べ
き
立
場
で
あ
っ
た
郡
代
と
し
て
、
自
ら

の
「
家
」
の
記
録
に
関
連
記
事
が
留
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
こ
と
は
暫
く
措
く
と
し
て
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
蔵
入
地
と
知
行
地
、
あ
る
い
は
知
行
地
相
互
が
入

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
〉

り
組
ん
で
錯
綜
し
た
所
領
構
造
も
、
郡
代
を
中
心
と
し
た
水
利
管

理
権
の
発
動
に
よ
っ
て
い
わ
ば
平
準
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
利
は
個
別
の
蔵
入
地
や
知
行
地
単
位
で
は
調
整
で
き
ず
、
広
域

支
配
の
枠
組
み
で
そ
の
解
決
が
求
め
ら
れ
た
。
と
く
に
享
保
よ
り

元
文
期
は
享
保
一
七
年
の
大
帯
心
を
ピ
ー
ク
に
旱
越
が
連
年
発
生

し
た
よ
う
で
、
本
稿
で
利
用
し
て
い
る
白
石
鍋
島
家
の
「
御
記
録
」

の
な
か
に
も
毎
年
の
よ
う
に
、
玉
壷
に
関
す
る
記
事
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
か
か
る
深
刻
な
状
況
の
な
か
で
領
内
支
配
の
特
質
が

立
ち
現
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
藩
政
初
期
に
お
い
て
水

利
管
理
権
が
認
め
ら
れ
た
郡
代
の
機
能
を
、
我
々
は
例
え
ば
史
料

と
し
て
掲
げ
た
よ
う
に
享
保
・
元
文
期
の
皐
麩
へ
の
対
応
策
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

か
に
具
体
的
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
統
一
的
領
内
支
配
の
諸
条
件
に
つ
い
て
、
郡
代
に
よ
る

宿
・
津
支
配
、
寺
社
の
祭
礼
・
仏
事
警
固
、
水
利
管
理
権
の
掌
握

の
三
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
郡
代
は
か
か

る
諸
条
件
の
な
か
で
各
所
領
（
蔵
入
地
・
知
行
地
）
を
越
え
た
広

域
支
配
を
請
役
所
管
轄
下
に
お
い
て
遂
行
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

郡
代
を
担
当
し
た
階
層
は
、
と
く
に
郡
代
秋
急
結
成
立
以
後
に
お

い
て
は
、
支
藩
三
家
、
親
類
、
親
類
同
格
、
家
老
と
い
う
よ
う
に
、

知
行
地
を
比
較
的
一
円
的
に
領
す
る
大
身
家
臣
（
大
配
分
知
行

主
）
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
郡
代
支
配
を
特
色
付
け
る
と
い
う
側

面
も
あ
っ
た
。
佐
賀
藩
に
お
け
る
領
内
支
配
と
地
域
性
を
め
ぐ
る

最
後
の
論
点
と
し
て
、
次
に
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
享
保
一
七
年
の
西
日
本
を
襲
っ
た
大
飢
鐘
は
佐
賀
藩
に
お
い
て

も
重
大
な
時
期
で
あ
り
、
本
稿
の
当
面
の
関
心
か
ら
い
え
ば
郡
代

支
配
の
矛
盾
も
し
く
は
本
質
が
露
呈
さ
れ
る
よ
う
な
契
機
と
も

な
っ
た
。

　
享
保
一
八
年
正
月
一
〇
日
付
で
領
内
巡
回
の
た
め
の
郡
廻
り
が

令
せ
ら
れ
、
そ
の
担
当
者
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
表
憩
が
そ

の
郡
廻
者
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
郡
廻
者
は
論
叢
中
三
名
が

親
類
層
で
あ
り
、
支
藩
三
家
・
親
類
同
格
層
は
郡
代
担
当
者
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
小
城
・
蓮
池
・
鹿
嶋
私
領
之
儀
、
御

　
　
　
　
　
　
お
　

自
分
6
御
介
抱
」
あ
る
い
は
「
今
度
御
親
類
同
格
中
δ
郡
々
被
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廻
候
者
、
郷
内
百
姓
其
外
丁
々
及
難
儀
飢
人
多
有
之
」
と
さ
れ
、
郡

廻
り
を
行
わ
ず
自
ら
の
知
行
地
経
営
の
維
持
に
専
念
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
支
藩
三
家
・
親
類
同
格
層
は
郡
代
担
当
と
い
う
藩

領
内
支
配
機
構
の
い
わ
ば
中
核
た
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

本
質
は
大
配
分
知
行
地
を
支
配
す
る
独
自
性
の
強
い
給
人
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
親
類
層
と
て
同
様
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
し
か
も
こ
れ
ら
郡
代
を
担
当
し
た
階
層
は
家
老
を
除
け
ば
、

「
備
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
、
本
箱
直
属
家
臣
団
（
「
与
私
」
）
と

は
別
の
家
臣
団
（
陪
臣
団
）
を
組
織
し
、
軍
事
編
成
を
形
成
し
て

い
た
。
本
質
的
に
は
軍
団
で
あ
る
家
臣
団
が
、
郡
代
支
配
に
際
し

そ
の
下
役
と
し
て
組
織
・
動
員
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
郡
代
支

配
は
、
い
わ
ば
郡
代
担
当
で
あ
る
大
身
家
臣
の
い
わ
ば
「
自
弁
」

で
行
わ
れ
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
大
配
分
知
行
地
の
給
人
領
主
が
自
ら
の
陪
臣
（
軍

事
）
組
織
を
通
じ
て
郡
代
支
配
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
郡
代
担
当
の
「
家
」
の
記
録
（
家
臣
日
記
）
の
史
料
的
性
格

に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
大
身
家
臣
1
1
「
私
」

的
記
録
と
、
郡
代
1
1
「
公
」
的
記
録
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
併
有

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
郡
代
支
配
（
公
的
支
配
）
は
大
身
家
臣
の

割
拠
性
（
私
的
支
配
）
を
前
提
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。
享
保
一

七
年
の
大
漁
饒
の
際
、
支
藩
三
家
・
親
類
同
格
層
が
島
廻
り
か
ら

は
ず
さ
れ
、
自
ら
の
知
行
地
経
営
に
専
念
し
た
の
は
、
彼
ら
の
要

求
の
反
映
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
本
質
的
に
は
、
藩
権
力
が
大

身
家
臣
の
知
行
権
に
依
存
し
な
け
れ
ば
領
内
支
配
体
制
を
貫
徹
し

得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
地
域
性
の

関
連
か
ら
す
れ
ば
、
佐
賀
藩
「
西
目
」
の
郡
代
支
配
、
す
な
わ
ち

小
城
・
藤
津
・
杵
島
・
松
浦
・
高
木
の
諸
元
担
当
の
小
城
鍋
島
・

鹿
島
鍋
島
・
蓮
池
鍋
島
雛
支
藩
三
家
や
多
久
・
武
雄
鍋
島
・
諌
早
・

須
古
員
親
類
同
格
層
に
か
か
る
性
格
が
著
し
か
っ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

詔



藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

　
そ
し
て
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
所
領
構
造
な
い
し
支
配
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
く
地
域
性
は
、
幕
末
の
藩
政
改
革
期
ま
で
基
本
的
に
は

　
　
　
　
　
ガ
　

継
承
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
生
活
地
域
の
結
合
と
そ
の
階
層
性
と
い
う
文
脈
、
す
な

わ
ち
人
々
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
多
元
的
・
重
層
的
空
間

構
造
を
地
域
構
造
と
捉
え
る
立
場
な
が
ら
も
、
前
近
代
の
場
合
は

と
く
に
そ
れ
が
権
力
支
配
と
の
関
係
の
な
か
で
成
り
立
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
支
配
機
構
（
代
官
制
と
郡
代
制
）
と

所
領
形
態
（
蔵
入
地
と
知
行
地
）
の
地
域
性
を
め
ぐ
る
検
討
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
世
藩
領
の
地
域
構
造
の
決
定
要

因
が
地
方
知
行
の
止
揚
と
す
る
矢
守
一
彦
氏
の
見
解
を
意
識
し
た

も
の
で
あ
り
、
地
方
知
行
の
止
揚
が
み
ら
れ
ず
・
、
む
し
ろ
そ
れ
が

幕
末
期
ま
で
存
続
す
る
領
国
地
域
の
藩
に
お
け
る
地
域
構
造
の
歴

史
的
解
析
の
必
要
性
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
小
稿
は
い
わ
ば
そ

の
一
環
を
な
す
基
礎
的
作
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
の
検
討
を
要
約
す
れ
ば
、
ま
ず
、
一
領
と
は
い
っ
て
も

そ
の
所
領
形
態
に
は
著
し
い
地
域
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
蔵
入
地
が
中
心
の
佐
賀
郡
、
小
給
人
の
分
散
下
給
化
し
た

知
行
地
が
展
開
す
る
「
増
訂
」
、
さ
ら
に
大
身
家
臣
の
知
行
地
が
比

較
的
一
円
的
に
展
開
す
る
「
西
目
」
で
あ
る
。
第
二
に
こ
の
よ
う

な
地
域
差
は
代
官
管
轄
地
の
設
定
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
支
配
機

構
を
大
き
く
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
佐
賀
郡
で
は
代
官

管
轄
地
の
組
み
合
わ
せ
が
、
他
の
弊
害
に
比
較
し
て
流
動
的
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
他
の
諸
郡
で
は
そ
れ
が
比
較
的
安
定
し
て
い

る
。
そ
の
評
価
は
難
し
い
が
物
成
徴
収
を
主
た
る
機
能
と
す
る
代

官
の
恣
意
性
の
排
除
と
と
も
に
（
代
官
の
吏
僚
化
の
促
進
）
、
地
域

社
会
の
流
動
的
動
き
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
結
合
の
展
開
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
第
三
に
、
広
域
支
配
を

期
待
さ
れ
た
郡
代
制
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
知
行
地
が
領
内
の

「
東
目
」
や
「
西
目
」
に
展
開
す
る
佐
賀
藩
の
地
域
性
か
ら
し
て
、

い
わ
ゆ
る
領
内
統
一
機
構
の
実
現
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ

れ
が
結
局
、
大
身
家
臣
の
知
行
地
の
存
在
形
態
と
家
臣
序
列
（
家

格
）
を
反
映
し
た
郡
代
制
と
な
っ
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
自
ら
の

知
行
地
を
含
む
地
域
を
公
的
役
人
と
し
て
支
配
す
る
シ
ス
テ
ム
と

い
え
、
同
一
家
臣
が
常
に
同
一
郡
代
を
担
当
（
定
役
）
す
る
か
、

同
一
家
格
の
家
臣
と
交
替
（
秋
雲
）
す
る
か
と
い
う
相
違
は
あ
る

も
の
の
、
郡
代
下
役
と
い
う
実
務
担
当
者
は
自
分
の
家
臣
（
大
名

か
ら
み
れ
ば
陪
臣
）
で
あ
り
、
費
用
は
藩
と
家
臣
と
の
折
半
と
さ

れ
た
よ
う
だ
。
「
空
目
」
や
「
西
目
」
の
よ
う
な
知
行
地
が
展
開
す

る
地
域
で
は
、
知
行
制
に
す
ぐ
れ
て
規
定
さ
れ
た
地
域
支
配
と

な
っ
て
い
た
こ
と
で
、
そ
れ
は
郡
代
制
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。
長
崎

街
道
沿
い
の
宿
・
津
支
配
権
、
祭
礼
・
仏
事
の
警
固
、
水
利
管
理

権
な
ど
を
挺
子
に
自
ら
の
知
行
地
を
越
え
た
広
領
域
支
配
を
実
現

し
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
知
行
地
支
配
権
を
通
じ

て
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
身
家
臣
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、

知
行
地
を
核
と
し
た
地
域
社
会
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
、

少
な
く
と
も
金
側
は
そ
れ
に
依
存
し
た
領
内
支
配
シ
ス
テ
ム
を
郡

代
制
を
通
じ
て
つ
く
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
佐
賀
藩
に
お

け
る
地
域
社
会
の
構
造
は
地
方
知
行
制
と
の
関
連
の
な
か
で
検
討

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
地
方
知
行
制
の
止
揚
が
藩
領
域
の

地
域
構
造
を
形
成
す
る
と
い
う
矢
守
氏
の
指
摘
は
近
世
社
会
の
全

体
的
な
動
向
を
把
握
し
た
優
れ
た
見
通
し
で
は
あ
る
が
、
近
年
、

知
行
制
、
領
主
制
が
近
世
社
会
で
果
た
し
た
役
割
を
実
態
に
即
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

て
検
証
す
る
動
き
が
あ
る
な
か
、
以
上
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
分

析
も
試
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
代
官
・
郡
代
規
定
の
変
遷
に
よ
れ
ば
（
表
3
・
4
参

照
）
、
他
領
民
や
芸
能
者
、
宗
教
者
、
医
師
、
旅
人
、
遊
人
な
ど
の

出
入
り
は
、
民
衆
社
会
で
の
新
た
な
生
活
基
盤
と
し
て
の
地
域
形

成
と
も
い
え
よ
う
。
藩
に
と
っ
て
は
無
益
の
物
で
も
領
民
の
生
活

意
識
の
変
化
が
そ
の
よ
う
な
も
の
を
求
め
る
し
、
そ
れ
が
地
域
社

会
を
流
動
化
さ
せ
こ
と
に
も
な
る
。
新
た
な
文
化
・
経
済
活
動
が

持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
旧
来
の
様
々
な
秩
序
を
破
壊
す
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
藩
は
他
所
者
は
「
悪
」
と
い
う
意
識
で
警
戒

す
る
。
か
か
る
動
向
が
藩
政
・
領
主
制
・
知
行
制
と
い
う
強
固
な

支
配
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
突
き
動
か
す
の
か
、
そ
し
て
自

律
的
な
地
域
社
会
が
い
か
に
形
成
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
視
角
も

忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

註

（
1
）
い
わ
ゆ
る
国
民
国
家
の
相
対
化
と
い
う
認
識
の
深
ま
り
の
な
か
で
、

　
世
界
史
レ
ベ
ル
か
ら
日
本
史
レ
ベ
ル
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
議
論
が

　
展
開
さ
れ
て
い
る
が
（
例
え
ば
開
地
域
の
世
界
史
』
　
〔
山
川
出
版
社
、

　
～
九
九
七
年
～
〕
、
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
工
臨
〔
東
大
出
版
会
、
　

　
九
九
二
～
三
年
目
、
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
　
別
巻
2
　
地
域
史
研
究

　
の
現
状
と
課
題
』
〔
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
〕
な
ど
）
、
そ
の
基
本

　
的
な
方
向
性
は
、
権
力
を
相
対
化
す
る
地
域
と
い
う
問
題
と
い
え
、
国

　
家
自
体
も
多
元
的
・
重
層
的
な
地
域
の
一
つ
の
発
現
形
態
に
過
ぎ
な

　
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
近
世
史
に
即
す
れ
ば
そ
の
権
力
と

　
は
幕
藩
権
力
で
あ
り
、
地
域
結
合
が
そ
の
権
力
的
枠
組
み
を
越
え
て

　
形
成
さ
れ
る
（
行
政
的
村
を
越
え
た
組
織
、
さ
ら
に
個
別
領
主
制
の

　
枠
を
越
え
た
組
合
村
な
ど
）
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

（
2
）
地
域
と
は
多
元
的
・
重
層
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
一
義
的
定

　
義
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
近
世
史
研
究
者
の
問
で
は
、
生
活
地

　
域
と
い
う
認
識
が
共
有
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。
例
え
ば
渡

　
辺
尚
志
氏
は
「
地
域
と
は
人
々
が
日
々
の
生
産
・
生
活
を
営
む
う
え

　
で
、
密
接
な
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
結
合
関
係
を
も
つ

　
地
理
的
空
間
扁
（
渡
辺
尚
志
　
『
近
世
の
豪
農
と
村
落
共
同
体
』
　
〔
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
〕
一
八
頁
）
と
し
、
平
川
新
冠
は
生
活

　
や
経
営
の
　
「
成
り
立
ち
」
条
件
を
共
有
す
る
範
囲
が
「
地
域
」
と
し

　
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
可
変
的
と
す
る
（
平
川
新
『
紛
争
と
世

　
三
一
近
世
三
三
の
政
治
参
加
一
一
　
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六

　
年
〕
一
二
五
・
一
五
七
・
二
〇
八
頁
）
。
さ
ら
に
大
藤
修
氏
も
　
「
『
地

　
域
隔
を
、
入
々
が
再
生
産
活
動
・
生
活
を
営
む
上
で
密
接
な
社
会
関

　
係
を
形
成
し
て
い
る
地
理
的
空
間
と
定
義
し
た
場
合
、
近
世
に
お
い

　
て
は
、
部
落
や
村
・
町
を
基
本
的
単
位
と
し
つ
つ
も
、
局
地
的
市
場

　
の
形
成
に
伴
い
広
が
り
を
持
っ
て
く
る
」
（
大
藤
修
　
『
近
世
農
民
と

　
家
・
村
・
国
家
』
　
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
〕
四
四
〇
～
一
頁
）

忽



　
と
い
う
。
私
も
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
空
間
を
地
域
と
捉
え
た
い
が
、

　
そ
の
生
活
と
は
経
済
的
空
間
、
行
政
（
政
治
）
的
空
間
、
文
化
的
空
間

　
な
ど
が
複
合
な
い
し
併
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
個
入
に
と
っ
て
も
場

　
面
（
活
動
領
域
や
時
間
1
1
成
長
過
程
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
よ
う
）

　
に
よ
っ
て
複
数
の
地
域
（
認
識
）
が
併
存
な
い
し
変
化
す
る
と
い
え

　
よ
う
。
た
だ
し
本
稿
で
は
地
域
の
主
観
認
識
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
の

　
準
備
が
な
い
。

（
3
）
例
え
ば
矢
守
一
彦
氏
は
幕
藩
体
制
の
地
域
構
造
と
藩
領
の
地
域
構

　
造
と
い
う
二
つ
の
段
階
を
設
定
し
、
「
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
の
地
域

　
的
投
影
と
し
て
の
（
a
）
幕
藩
体
制
の
地
域
構
造
と
、
こ
れ
に
規
嗣
さ

　
れ
な
が
ら
も
、
一
応
、
一
個
の
強
力
な
政
治
的
地
域
的
フ
レ
ー
ム
ワ
！

　
ク
を
形
成
し
て
い
た
（
わ
）
諸
藩
領
に
お
け
る
そ
れ
と
に
わ
け
、
そ

　
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
政
治
・
基
礎
・
流
通
諸
過
程
が
ど
の
よ
う
な
空
間

　
秩
序
を
と
っ
て
い
た
の
か
」
（
矢
守
一
彦
『
幕
藩
制
社
会
の
地
域
構
造
』

　
〔
大
明
堂
、
一
九
七
〇
年
〕
三
～
四
頁
）
と
い
う
考
え
に
立
つ
が
、
し

　
か
し
両
者
は
幕
藩
翻
社
会
の
基
礎
地
域
と
し
て
の
村
か
ら
結
節
地
域

　
と
し
て
の
市
町
・
藩
領
、
藩
領
と
藩
領
さ
ら
に
江
戸
・
大
坂
を
結
ぶ

　
商
品
流
通
・
全
国
市
場
と
い
う
よ
う
に
、
「
各
次
元
の
結
節
地
域
の
階

　
層
構
造
と
し
て
、
近
徴
日
本
の
地
域
構
造
を
捉
え
る
方
向
性
し
（
同
書
、

　
四
一
頁
）
が
重
要
で
あ
り
、
「
地
域
構
造
は
均
等
地
域
の
並
列
、
個
々

　
別
々
の
観
点
よ
り
す
る
類
型
地
域
の
提
示
で
捉
え
得
る
も
の
で
は
な

　
い
。
よ
り
低
次
の
も
の
か
ら
よ
り
高
次
の
も
の
ま
で
、
各
次
元
の
結

　
節
地
域
が
、
い
か
に
階
層
的
に
構
造
的
に
累
積
し
て
い
る
か
一
こ
れ

　
を
地
域
構
造
と
い
う
」
（
同
書
、
六
一
頁
）
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
こ

　
の
よ
う
な
結
節
地
域
の
結
合
と
そ
の
階
層
性
と
い
う
観
点
は
重
要
と

　
思
わ
れ
る
。
渡
辺
尚
志
氏
は
「
近
世
日
本
の
地
域
構
造
」
を
め
ぐ
っ

　
て
、
中
世
に
比
べ
近
世
で
は
、
様
々
な
契
機
に
よ
り
多
様
な
地
域
的

　
結
合
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
ら
諸
結
舎
は
重
層
性
と
複
合
性
を
も
つ

　
て
存
在
し
、
具
体
的
な
地
域
結
合
に
は
組
合
村
、
経
済
的
地
域
結
合
、

　
文
化
的
・
学
問
的
地
域
結
合
、
礒
常
生
活
の
諸
側
面
に
関
わ
る
も
の

　
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
結
合
は
組
舎
村
の
基
底
に
、
あ
る
い
は
重
な

　
り
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
地
域
的
結

　
合
は
明
確
な
範
域
を
特
定
し
に
く
い
が
、
し
か
し
漠
然
と
で
は
あ
っ

　
て
も
あ
る
程
度
の
地
理
的
空
間
を
画
し
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

　
が
組
合
村
と
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
近
世
の
地
域
社
会
を
構
成
し
た
と

　
し
、
村
一
地
域
（
関
東
地
方
の
領
な
ど
）
i
地
域
結
合
（
組
合
村
〉
と

　
い
う
地
域
構
造
を
想
定
す
る
（
渡
辺
前
掲
書
『
近
偉
の
豪
農
と
村
落

　
共
同
体
馳
三
一
～
四
頁
）
。
さ
ら
に
木
村
礎
氏
は
「
地
域
か
ら
切
り
離

　
さ
れ
た
生
活
は
現
実
に
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
立
場
に
た
ち
「
地

　
域
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
内
部
に
お
け
る
同
質
性
と
異
質
性
、

　
そ
し
て
そ
の
交
流
や
補
完
関
係
に
留
意
す
る
必
要
」
が
あ
り
、
具
体

　
的
に
は
、
「
坪
…
村
1
村
々
と
い
う
三
層
の
小
地
域
構
造
の
な
か
で

　
人
々
は
生
活
し
て
い
た
」
と
い
う
三
層
構
造
を
基
底
に
お
い
て
「
地

　
域
の
構
造
」
を
捉
え
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
（
木
村
礎
「
郷
土
史
・

　
地
方
史
・
地
域
史
研
究
の
歴
史
と
課
題
」
〔
前
掲
『
岩
波
講
座
日
本
通

　
史
　
別
巻
2
』
〕
二
五
～
六
頁
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
活
地
域
の

　
結
合
と
そ
の
階
層
性
と
い
う
文
脈
で
、
す
な
わ
ち
入
管
の
生
活
を
成

　
り
立
た
せ
て
い
た
多
元
的
・
重
層
的
空
間
構
造
を
地
域
構
造
と
よ
ぶ

　
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
平
川
前
掲
書
は
地
域
民
衆
社
会
の
成
熟
に
よ
る
公
共
性
の
実
現
が

　
権
力
を
生
み
出
す
、
な
い
し
公
共
機
能
の
発
動
が
権
力
に
期
待
さ
れ

　
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

（
5
）
例
え
ば
志
村
洋
氏
は
大
庄
屋
制
度
の
検
討
か
ら
か
か
る
問
題
を
考

　
察
し
て
い
る
（
志
村
「
藩
領
国
下
の
地
域
社
会
」
渡
辺
尚
志
編
鴨
新
し

　
い
近
世
史
　
4
　
村
落
の
変
容
と
地
域
社
会
』
〔
新
人
物
往
来
社
、
　
一

　
九
九
六
年
〕
な
ど
）
。

（
6
）
矢
守
前
掲
書
『
幕
藩
鰯
社
会
の
地
域
構
造
』
　
一
三
～
二
五
頁
。

（
7
）
拙
著
荊
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
翻
隠
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七

　
年
）
。

（
8
）
拙
稿
「
地
方
知
行
と
近
世
的
秩
序
」
（
山
本
博
文
編
『
新
し
い
近
世

　
史
　
！
　
国
家
と
秩
序
』
　
〔
新
人
物
往
来
社
、
　
一
九
九
六
年
〕
）
。

（
9
）
拙
稿
門
近
世
初
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
代
官
郡
代
制
度
』
（
仮
題
。
成

　
稿
中
）

（
1
0
）
承
応
・
明
暦
段
階
に
整
備
さ
れ
た
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
（
「
鍋
島
文
庫
」

　
〔
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
〕
所
収
。
な
お
本
稿
で
利
用
す
る
史
料
は
特

　
に
記
さ
な
い
限
り
同
文
庫
所
収
）
の
規
定
で
も
、
幕
末
期
の
「
外
様

　
御
側
諸
役
系
図
偏
に
お
い
て
も
、
代
官
は
蔵
方
頭
人
の
下
役
で
あ
る
。

（
1
1
）
伊
万
里
は
「
杵
島
郡
之
内
し
と
あ
る
が
松
浦
郡
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
1
2
）
「
定
」
〈
蔵
入
方
〉
（
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
二
）
。

（
1
3
）
大
配
分
と
は
佐
賀
藩
独
自
の
用
語
で
大
身
家
臣
の
知
行
地
拝
領
者
。

　
な
お
註
（
2
2
）
参
照
。

（
1
4
）
条
項
内
容
の
事
項
分
類
は
筆
者
が
行
っ
た
。
な
お
代
官
規
定
は
蔵

　
入
地
に
お
け
る
物
成
徴
収
に
関
す
る
条
項
を
中
心
と
し
た
「
定
」
、
お

　
よ
び
蔵
入
地
で
の
諸
法
度
の
遵
守
に
関
す
る
条
項
を
中
心
と
し
た

　
「
郷
内
定
扁
の
二
つ
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
表
化
に
あ
た
っ
て
は

　
そ
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。

（
1
5
）
（
1
6
）
（
1
8
）
拙
稿
前
掲
「
近
世
初
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
代
官
郡
代
翻

　
度
」
。

（
1
7
）
各
事
項
へ
の
分
類
整
理
は
筆
者
が
行
っ
た
。

（
1
9
）
「
定
し
く
代
官
〉
（
「
鳥
ノ
子
御
緩
扁
二
）
。

（
2
0
）
元
禄
五
年
一
二
月
＝
一
日
佐
賀
郡
代
宛
「
郡
方
手
頭
」
第
一
条
。

（
2
1
）
『
諌
早
市
史
』
第
　
巻
。

（
2
2
）
佐
賀
藩
で
は
い
わ
ゆ
る
地
方
知
行
（
地
）
の
こ
と
を
「
配
分
」
と
称

　
し
、
支
藩
三
家
や
親
類
　
（
四
家
）
・
親
類
同
格
（
園
家
）
・
家
老
（
六

　
家
）
な
ど
の
家
格
を
有
す
る
上
層
家
臣
を
「
大
配
分
」
（
格
）
と
い
い
、

　
そ
れ
以
外
の
知
行
取
を
「
小
配
分
」
と
呼
称
し
た
。

（
2
3
）
た
だ
し
、
佐
賀
藩
八
代
藩
主
鍋
島
治
茂
が
い
わ
ゆ
る
中
期
藩
政
改

　
革
に
あ
た
る
明
和
改
革
に
着
手
す
る
以
前
に
限
定
。
註
（
2
8
）
参
照
。

（
2
4
）
「
御
記
録
」
（
白
石
鍋
島
家
）
享
保
一
一
年
九
月
一
日
条
。

（
2
5
）
「
同
右
」
享
保
工
一
年
八
月
九
日
条
。

（
2
6
）
「
御
親
類
家
老
諸
役
」
や
諸
家
臣
日
記
。
な
お
藤
野
保
編
『
続
佐
賀

　
藩
の
総
合
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
第
二
章
第
四
節
（
柴

　
多
一
雄
氏
執
筆
）
お
よ
び
第
三
章
第
三
節
（
小
宮
睦
之
氏
執
筆
）
参
照
。

（
2
7
）
以
上
「
御
親
類
始
御
家
老
迄
家
々
大
概
」
、
藤
野
前
掲
編
『
続
佐
賀

　
藩
の
総
合
研
究
』
第
一
章
第
～
節
（
藤
野
保
氏
執
筆
）
参
照
。

（
2
8
）
な
お
上
表
の
典
拠
で
あ
る
「
御
親
類
家
老
諸
役
」
は
享
保
八
年
か
ら

　
幕
末
期
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
が
、
表
顕
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
賀
藩
に

　
お
け
る
中
期
藩
政
改
革
を
推
進
す
る
三
好
藩
主
の
一
人
で
あ
っ
た
鹿

　
美
里
主
治
茂
が
佐
嘉
藩
主
を
襲
封
ず
る
段
階
を
下
限
と
し
た
。
治
茂

　
の
改
革
は
領
内
支
配
機
構
の
中
心
で
あ
る
代
官
・
郡
代
に
ま
で
お
よ

　
び
、
領
内
支
配
…
機
構
に
つ
い
て
も
別
途
の
検
討
が
要
請
さ
れ
る
か
ら

　
で
あ
る
。
他
日
を
期
し
た
い
。

（
2
9
）
知
行
地
の
一
部
が
養
父
郡
村
田
に
存
在
す
る
た
め
村
田
鍋
島
家
と

　
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
佐
賀
郡
久
保
田
に
主
知
行
地
が
あ
り
竜
造
寺

　
高
房
死
去
後
に
お
け
る
竜
造
寺
家
の
本
家
格
に
あ
た
る
村
田
鍋
島
家

　
と
は
別
で
あ
る
。

（
3
0
）
「
玄
梁
無
様
御
代
着
到
配
分
村
付
帳
」
（
一
八
世
紀
初
頭
の
状
況
を

　
示
す
と
考
え
ら
れ
る
）
や
「
大
小
配
分
石
高
帳
｝
〈
一
九
世
紀
前
半
の

　
状
況
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
）
参
照
。
な
お
鍋
島
内
記
家
は
神
埼
郡

　
代
担
当
で
あ
る
が
、
同
郡
に
は
知
行
地
は
有
し
な
い
。
た
だ
し
神
埼

　
郡
に
隣
接
し
た
佐
賀
郡
東
部
の
巨
出
郷
に
知
行
高
の
六
七
・
八
％
を

　
有
し
て
お
り
、
神
埼
郡
と
は
地
理
的
に
近
接
し
て
い
た
。

（
3
1
）
前
記
参
照
。
た
だ
し
多
久
家
の
場
含
は
小
城
郡
に
知
行
地
の
中
心

　
が
あ
る
が
、
同
君
は
い
わ
ば
家
格
の
う
え
で
同
家
よ
り
上
格
で
あ
る

　
支
藩
小
城
家
の
定
役
と
さ
れ
た
た
め
、
多
久
家
は
同
じ
親
類
同
格
の

　
武
雄
・
須
古
と
の
組
み
合
わ
せ
で
郡
代
を
担
当
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
2
）
註
（
2
6
＞
（
3
0
）
参
照
。

（
3
3
）
な
お
佐
賀
藩
で
は
郡
代
に
関
す
る
記
録
は
、
郡
代
を
担
当
し
た
家

　
臣
の
家
の
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
。
家
臣
日
記
（
い
わ
ゆ
る
私
的
日

　
記
で
は
な
く
家
政
や
知
行
地
支
配
に
関
す
る
記
事
を
中
心
に
、
陪
臣

　
が
記
し
た
）
に
記
載
さ
れ
る
場
合
と
、
郡
代
関
係
記
事
が
独
立
し
た

　
帳
簿
と
し
て
残
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
家
臣

　
の
「
家
］
史
料
に
い
わ
ば
公
的
記
録
で
あ
る
郡
代
記
事
が
残
さ
れ
て

　
い
る
こ
と
で
あ
り
、
藩
の
行
政
的
役
の
実
務
形
態
を
考
え
る
際
に
重

　
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
よ
う
。

（
3
4
）
「
御
記
録
」
（
白
石
鍋
島
家
）
享
保
一
一
年
八
月
二
六
日
条
。

（
3
5
）
本
藩
直
属
家
臣
団
で
あ
る
「
与
私
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿

　
「
佐
無
漏
に
お
け
る
近
世
家
臣
団
の
創
出
過
程
」
（
『
九
州
史
学
』
七
六

　
号
、
一
九
八
三
年
）
、
同
「
成
立
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
の

訪

藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）



藩
領
支
配
の
地
域
性
（
高
野
　
信
治
）

　
原
理
と
構
造
」
（
『
同
上
』
八
二
毎
、
一
九
八
五
年
）
、
ま
た
「
与
私
」

　
の
構
造
と
軍
役
負
担
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
同
「
佐
賀
藩
家
臣

　
団
の
編
成
と
構
成
」
（
藤
野
保
編
『
九
弼
近
世
史
概
究
叢
書
』
第
二
巻
、

　
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
3
6
）
城
島
正
祥
「
手
咀
鑓
と
佐
賀
藩
性
格
の
一
斑
」
（
城
島
正
祥
『
佐
賀

　
藩
の
制
度
と
財
政
』
文
献
出
版
、
一
九
八
○
年
）
。

（
3
7
）
手
明
鑓
・
与
付
切
米
取
（
足
軽
）
の
佐
賀
藩
家
臣
団
編
成
の
中
で

　
の
位
置
づ
け
は
拙
稿
前
掲
「
佐
賀
藩
家
臣
囲
の
編
成
と
構
成
」
参
照
。

（
3
8
）
「
御
記
録
」
享
保
一
四
年
一
一
月
五
日
条
。
な
お
こ
の
「
覚
」
は
齊

　
一
〇
月
一
＝
日
付
、
綾
部
権
之
允
他
一
名
よ
り
石
田
平
左
衛
門
他
一

　
名
宛
。

（
3
9
）
佐
賀
藩
の
享
保
飢
謹
に
つ
い
て
は
、
『
佐
賀
県
史
』
中
巻
、
一
九

　
五
頁
～
二
〇
四
頁
、
前
掲
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
第
　
章
第
三

　
節
参
照
。

（
4
0
）
（
4
1
）
（
4
2
）
「
御
記
録
扁
享
保
一
八
年
正
月
一
〇
日
条
。

（
4
3
）
「
同
右
」
享
保
一
一
年
四
月
一
日
条
。

（
4
4
）
拙
稿
「
初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態
扁
（
『
九
州
文
化
史
研
究

　
所
紀
要
』
四
二
・
三
合
併
号
掲
載
予
定
）
表
－
参
照
。
神
埼
郡
に
次
ぐ
。

（
4
5
）
門
多
久
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
隔
〔
以
下
簡
集
成
撫
と
賂
称
〕

　
第
一
〇
巻
）
七
一
三
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
多
久
茂
辰
宛
。

（
4
6
）
門
多
久
家
文
書
偏
（
㎎
集
成
』
第
八
巻
）
二
六
四
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。

　
多
久
茂
辰
・
諸
岡
彦
右
衛
門
宛
。

（
4
7
）
門
犬
塚
家
文
書
」
（
『
集
成
』
第
二
〇
巻
）
五
五
号
鍋
島
勝
茂
書
状
案
。

（
4
8
）
拙
稿
前
掲
「
近
世
初
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
代
官
郡
代
制
度
偏
。

（
4
9
）
『
新
長
崎
年
表
』
上
、
二
三
六
頁
。

（
5
0
）
門
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
臨
第
一
一
巻
）
三
八
九
号
鍋
島
勝
茂

　
書
状
。
（
年
不
詳
）
四
月
＝
二
日
付
、
鍋
島
生
三
宛
。

（
5
1
）
「
御
記
録
」
享
保
＝
一
年
七
月
五
日
条
。

（
5
2
）
「
同
右
」
元
文
三
年
五
月
二
日
条
。

（
5
3
）
「
同
右
」
享
保
一
六
年
七
月
一
二
日
条
。

（
5
4
）
な
お
水
利
権
と
広
域
支
配
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
非
領
蟹
地
域

　
で
の
幕
府
奉
行
に
よ
る
水
利
・
河
川
普
請
を
通
じ
た
広
域
支
配
の
実

　
現
と
い
う
観
点
か
ら
村
田
路
人
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
　
（
大
阪

　
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
が
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
広
域
支
配

　
の
レ
ベ
ル
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
所
領
を
越
え
た
支
配
権
が
水
利

　
河
川
と
い
う
問
題
を
通
じ
て
機
能
・
実
現
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は

　
共
通
の
課
題
を
見
い
だ
し
得
よ
う
。

（
5
5
）
（
5
6
V
「
同
右
」
享
保
一
八
年
正
月
一
八
日
条
。

（
5
7
）
拙
稿
「
幕
末
期
に
お
け
る
佐
賀
藩
家
臣
懸
の
構
造
」
（
職
九
州
文
化

　
史
研
究
所
紀
要
馳
三
一
号
、
一
九
八
六
年
）
お
よ
び
梶
原
良
則
「
幕
末

　
佐
賀
藩
に
お
け
る
農
政
の
展
開
」
（
『
同
上
触
。
い
ず
れ
も
、
藤
野
前
掲

　
編
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
所
収
）
、
木
原
薄
幸
『
幕
末
期
佐
賀
藩

　
の
藩
政
史
研
究
』
（
九
三
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。

（
5
8
＞
例
え
ば
藩
領
関
係
で
は
3
・
E
・
モ
リ
ス
『
近
世
鎖
本
知
行
綱
の

　
研
究
』
（
清
文
堂
、
一
九
八
八
年
）
、
拙
著
前
掲
『
近
世
大
名
家
臣
団

　
と
領
主
舗
』
、
ま
た
旗
本
領
関
係
で
は
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
旗
本

　
知
行
と
村
落
』
（
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
）
、
落
合
延
孝
『
猫
絵
の

　
殿
様
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
参
照
。
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